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冷熱電住事業部中部北陸統括営業部／ ………………… 

(株)三菱電機ライフファシリティーズ中部社 ……… 〒 461-0005 名古屋市東区東桜 1-4-3 ＜大信ビル 3F ＞ …………………… (052)972-7257 

北陸営業本部 ………………………………………… 〒 920-0811 金沢市小坂町西 81 ……………………………………………… (076)252-9935 

電材住設事業部関西統括営業部／ 

(株)三菱電機ライフファシリティーズ関西社 ……… 〒 563-0063 吹田市江坂町 2-7-8 …………………………………………… (06)6338-7881 

冷熱システム事業部関西冷熱営業部 …………………… 〒 530-0005 大阪市北区中之島 2-3-18 ＜新朝日ビル＞ ………………… (06)6221-5702 

京滋事業所 …………………………………………… 〒 612-0029 京都市伏見区深草西浦町 8-142 ＜アイジーシービル＞ …… (075)646-0123 

兵庫事業所 …………………………………………… 〒 651-0093 神戸市中央区二宮町 1-2-3 ＜益田ビル＞ …………………… (078)222-3843 

冷熱電住事業部中四国統括営業部／ 

(株)三菱電機ライフファシリティーズ中四国社 …… 〒 733-0833 広島市西区商工センター 6-2-17 …………………………… (082)278-7001 

四国営業本部 ………………………………………… 〒 761-1705 香川県香川郡香川町大字川東下 717-1 ＜新空港通り＞ …… (087)879-1066 

冷熱電住事業部九州統括営業部／ 

(株)三菱電機ライフファシリティーズ九州社 ……… 〒 816-0088 福岡市博多区板付 4-6-35 …………………………………… (092)571-7014 
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三菱電機 小型氷蓄熱式パッケージエアコン 2003年度版

R410A対応
冷媒回路内にほこり、ゴミ、水分等が
混入しないよう、従来以上に冷媒配管
工事に注意してください。



警告

安全のために必ず守ること
¡この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ据付けてください。
¡ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。

注意
誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。

誤った取扱いをしたときに、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

¡お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
¡お使いになる方は、いつでも見られる所に大切に保管し、移設・修理の時は、工事をされる方にお渡しく
ださい。
また、お使いになる方が代わる場合は、新しくお使いになる方にお渡しください。

警告

据付けは、販売店または専門業者に依頼してくださ
い。

¡ご自分で据付け工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災等
の原因になります。

据付けは、質量に十分耐える所に確実に行ってくだ
さい。

¡強度が不足している場合は、ユニット落下により、けがの原因に
なります。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端
子接続部にケーブルの外力が伝わらないように確実
に固定してください。

¡接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

台風等の強風、地震に備え、所定の据付工事を行って
ください。

¡据付工事に不備があると、転倒等による事故の原因になります。

空気清浄機、加湿器、暖房用電気ヒータ等の別売品
は必ず当社指定の製品を使用してください。

¡また、取付けは専門の業者に依頼してください。ご自分で取付け
をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。

改修は絶対にしないでください。また、修理は、お買
上げの販売店にご相談ください。

¡修理に不備があると水漏れや感電、火災等の原因になります。

熱交換器のフィン表面を素手で触れないように注意
してください。

¡取扱いに不備があると、切傷の原因になります。

作業中に冷媒ガスが漏れた場合は、換気してくださ
い。

¡冷媒ガスが火気に触れると、有毒ガスが発生する原因になります。

据付工事は、この据付説明書に従って確実に行って
ください。

¡据付けに不備があると、水漏れや感電、発煙、火災等の原因にな
ります。

電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設
備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書
に従って施行し、必ず専用回路を使用してください。

¡電源回路容量不足や施工不備があると感電、発煙、火災の原因になります。

室外ユニットの端子カバー(パネル)を確実に取付けて
ください。

¡端子カバー（パネル）の取付けに不備があると、ほこり・水等に
より、感電、発煙、火災の原因になります。

小部屋へ据付ける場合は万一冷媒が漏れても限界濃
度を超えない対策が必要です。

¡限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付けてください。
万一冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。

エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専
門業者にご相談ください。

¡据付けに不備があると水漏れや感電、発煙、火災等の原因になり
ます。

設置工事終了後、冷媒ガスが漏れていないことを確
認してください。

¡冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなど
の火気に触れると、有毒ガスが発生する原因になります。

保護装置の改造や設定変更をしないでください。

¡圧力開閉器や温度開閉器等の保護装置を短絡して強制的運転を行
ったり、当社指定品以外のものを使用すると発煙、火災、爆発の
原因となります。

据付けや移設の場合は、冷凍サイクル内に指定冷媒
（R410A）以外のものを混入させないでください。

¡空気等を混入すると、冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂等
の原因になります。



工具類の管理は従来以上に注意してください。

従来の冷媒に使用している一部の工具類は使用できません。

逆流防止器付真空ポンプを使用してください。

R410A以外の冷媒は使用しないでください。

液冷媒にて封入してください。

フレア接続部に塗布する冷凍機油は、エステル油又はエー
テル油又はアルキルベンゼン（少量）を使用してください。

冷媒配管はJIS H3300「銅及び銅合金継目無管」の
C1220のリン脱酸銅を使用してください。また、管
の内外面は美麗であり、使用上有害なイオウ、酸化物、
ゴミ、切粉、油脂、水分等（コンタミネーション）の付
着がないことを確認してください。

既設の冷媒配管を流用しないでください。

¡鉱油が多量に混入すると、冷凍機油劣化の原因となります。

¡冷媒配管の内部にコンタミネーションの付着があると、冷凍機油劣化
等の原因になります。

注意

冷媒R410A使用機器としての注意点

¡既設の配管内部には、従来の冷凍機油や冷媒中の塩素が大量に含ま
れ、これらの物質が新しい機器の冷凍機油劣化等の原因になります。

¡ガス冷媒で封入するとボンベ内冷媒の組成が変化し、能力不足等の
原因になります。

¡R410A以外（R22等）を使用すると、塩素により冷凍機油劣化等
の原因になります。

¡冷媒回路内に真空ポンプ油が逆流し、機器の冷凍器油劣化等の原因
になります。

¡従来の冷媒・冷凍機油が混入しますと、冷凍機油劣化の原因になり
ます。

¡水分が混入しますと、冷凍機油劣化の原因になります。
¡工具類の使用可否は25ページ「7.4冷媒配管工事」をご覧ください。

¡冷媒回路内にほこり、ゴミ、水分等が混入しますと、冷凍機油劣化
の原因になります。

据付けに使用する配管は屋内に保管し、両端ともロウ付けす
る直前までシールしておいてください。（エルボ等の継手は
ビニル袋等に包んだ状態で保管）

¡冷媒回路内にほこり、ゴミ、水分が混入しますと、油の劣化・圧縮
機故障の原因となります。



可燃性ガスの漏れるおそれがある場所への設置は行
わないでください。

¡万一ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因になり
ます。

病院、通信事業所などに据付される場合は、ノイズに
対する備えを十分に行って施工してください。

¡インバータ機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の
影響によるエアコンの誤動作や故障の原因になったり、エアコン
側から医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を
妨げたり、映像放送の乱れや雑音などの弊害の原因になります。

濡れて困るものの上にユニットを据付ないでくださ
い。

¡湿度が80％を越える場合やドレン出口が詰まっている場合は、室
内ユニットからも露が落ちる場合もあります。また、室外ユニッ
トからもドレンが垂れますので必要に応じ室外ユニットも集中排
水工事をしてください。

¡ユニット内部の蓄熱槽からは、外気条件によって露が落ちる場合
があります。（機能上問題はありません。）

食品・動植物・精密機器・美術品の保存等特殊用途に
は使用しないでください。

¡食品の品質低下等の原因になります。

特殊環境には、使用しないでください。

¡油・蒸気・硫化ガスなどの多い場所で使用しますと性能を著しく
低下させたり、部品が破損する原因になります。

据付けをする前に

据付け(移設)・電気工事をする前に

アースを行ってください。

¡アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないで
ください。アースが不完全な場合は、感電、発煙、発火、及びノイズに
よる誤作動の原因になります。

電源配線は、張力がかからないように配線工事をし
てください。

¡断線したり、発熱、発煙、火災の原因になります。

電源には必ず、漏電遮断器を取り付けてください。

¡漏電遮断器が取付けられていないと感電の原因になります。

電源配線は、電流容量、規格品の配線にて工事をして
ください。

¡漏電や発熱、発煙、火災の原因になります。

正しい容量のブレーカ【漏電遮断器・手元開閉器
（開閉器＋B種ヒューズ）・配線用遮断器】を使用し
てください。

¡大きな容量のブレーカを使用すると故障、発煙、火災の原因にな
ります。

エアコンを水洗いしないでください。

¡感電の原因になります。

長期使用で据付台等が傷んでないか注意してくださ
い。

¡傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、けが等の原
因になります。

ドレン配管は、据付説明書に従って確実に排水するよ
う配管し、結露が生じないように保温してください。

¡配管工事に不備があると、水漏れし、家財等を濡らす原因になり
ます。

注意

注意



運転を開始する12時間以上前に電源を入れてくださ
い。

¡故障の原因になります。シーズン中は電源を切らないでください。

濡れた手でスイッチを操作しないでください。

¡感電の原因になります。

運転中及び運転停止直後の冷媒配管に素手で触れな
いでください。

¡運転中、停止直後の冷媒配管や圧縮機などの冷媒回路部品は流れ
る冷媒の状態により、低温と高温になります。素手で触れると凍
傷や火傷になる恐れがあります。

運転停止後、すぐに電源を切らないでください。

¡必ず5分以上待ってください。水漏れや故障の原因になります。

製品の運搬には、十分注意してください。

¡20kg以上の製品の運搬は、1人でしないでください。
¡製品によってはＰＰバンドによる梱包を行っていますが、危険で
すので運搬の手段に使用しないでください。

¡熱交換器のフィン表面で切傷する場合がありますので、素手で触
れないように注意してください。

¡室外ユニットの搬入を行う場合は、ユニットベースの指定位置に
て吊り下げてください。また、適宜、室外ユニットが横ずれしな
いよう固定し、確実に4点支持で実施してください。3点支持等で
運搬・吊下げしますと不安定となり、落下の原因になります。

¡蓄熱槽に注水した状態で移動させないでください。

梱包材の処理は確実に行ってください。

¡梱包材には「クギ」等の金属あるいは、木片等を使用しています
ので放置状態にしますと「さし傷」などの原因になります。

¡包装用のポリフクロで子供が遊ばないように、破いてから廃棄し
てください。窒息事故等の原因になります。

パネルやガードを外したまま運転しないでください。

¡機器の回転物、高温部、高電圧に触れると巻き込まれたり、火傷
や感電によりケガの原因になります。

据付け(移設)・電気工事をする前に

試運転をする前に

注意

注意

お客様自身で廃棄しないでください。

¡フロン類をみだりに大気中に放出することは禁じられています。
¡廃棄時は販売店または専門業者にご相談ください。
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1. 製品仕様
1.1 室外ユニット仕様

●PUZ-P140IGA

電 　 　 源  
冷房能力（蓄冷利用冷房運転） 
冷房能力（圧縮機冷房運転） 
暖房能力 
蓄　冷　量 
蓄　熱　量 
 

外形寸法（高さ×幅×奥行） 
圧縮機電動機出力 
送風機電動機出力 
送風機風量 
 
 
騒音値（50/60Hz） 
製品質量（運転質量） 
冷　媒 
 
 

有効水量 

kW 
kW 
kW 
MJ 
MJ 
kW 
kW 
kW 
kWh 
kWh 
A 
A 
％ 
％ 
mm 
kW 
kW 

m3/min 
φmm 
φmm 

dB(A特性) 
kg 
 
 

蓄冷利用冷房 
圧縮機冷房 
暖　　房 
蓄　　冷 
蓄　　熱 
冷　　房 
暖　　房 
冷　　房 
暖　　房 

冷媒配管寸法 

※1

※1

※2
※3

室外ユニット形名 

m3

電 
気 
特 
性 

消費電力 

消費電力量 

電　　流 

力　　率 

ガス側 
液側 

※4
※4

 

PUZ-P140IGA
三相　200V　50/60Hz

12.5(14.0)
12.5

11.2(14.0)
105
22
2.39
3.63
2.59
12.9
2.7
7.67
8.31
90
90

1755×1690×840
1.8

φ9.52　フレア 

R410A

φ15.88　フレア 

0.16
100

空調48/蓄熱45
335(705)

0.37

【使用範囲】
各機種シリーズの室内外ユニットの使用温度範囲は、以下記載のとおりです。ご使用になっている製品をお確かめ
のうえ、使用範囲をご確認ください。

注意
使用温湿度の範囲から外れたところで使用しますと、重大な故障の原因になります。

●使用温度範囲
・室外ユニット 冷房時：－5℃～43℃（乾球温度） 暖房時：－15℃～15℃（湿球温度）
・室内ユニット 冷房時：15℃～24℃（湿球温度） 暖房時：17℃～28℃（乾球温度）

注）室内外共使用可能な湿度目安としては、30～80％RHの範囲内でご使用ください。

注1．冷房・暖房能力は、JIS B8625 の条件＜冷房時：室内側吸込空気温度27.0℃（乾球温度）/19.0℃
(湿球温度）、 室外側吸込空気温度35.0℃（乾球温度）、
暖房時：室内側吸込空気温度20.0℃（乾球温度）、室外側吸込空気温度7.0℃（乾球温度）/6.0℃（湿球
温度）＞、 冷媒配管長7.5mで運転した場合の能力です。
※1．(  )は最大値です。蓄冷利用冷房運転時間は、外気温度や室内負荷によっては短くなる場合があります。

参考は定格能力運転で8時間、最大能力運転で5時間です。
※2．室外吸込空気温度25℃（乾球温度）、初期水温15℃、5時間設定で蓄冷運転を行った場合を示します。
※3．室外吸込空気温度0℃（乾球温度）/ー1℃（湿球温度）、水温が10℃から25℃になるまで蓄熱運転を

行った場合を示します。
※4．受変電設備の容量や電気料金中の基本料金の算出は電気特性の数値を用いて行ってください。

【仕様表】

1
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2.機種一覧
2.1 室内ユニット

厨房用天吊形 

ヒータ有無 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

ヒータレス 

ヒータレス 

ヒータレス 

ヒータレス 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

ヒータ付 

ヒータレス 

PLZ-P140IAA-ST 

PLZ-P140IAHA-ST 

PLZX-P140IAA-ST 

PLZX-P140IAHA-ST 

PLZX-P140IJA-ST 

PLZ-P140IPA-ST 

PLZ-P140IPHA-ST 

PLZX-P140IPA-ST 

PLZX-P140IPHA-ST 

PMZX-P140IEA-ST 

PDZ-P140IFA-ST 

PDZX-P140IFA-ST 

PEZ-P140ICA-ST 

PEZX-P140ICA-ST 

PCZ-P140IGA-ST 

PCZ-P140IGHA-ST 

PCZX-P140IGA-ST 

PCZX-P140IGHA-ST 

PKZX-P140IFAL-ST 

PKZX-P140IFALH-ST 

PKZX-P140IFA-ST 

PKZX-P140IFHA-ST 

PSZ-P140IGA-ST 

PSZ-P140IGHA-ST 

PSZX-P140IGA-ST 

PSZX-P140IGHA-ST 

PCZ-P140IHA-ST

1：1 

1：1 

ツイン 

ツイン 

ツイン 

1：1 

1：1 

ツイン 

ツイン 

ツイン 

1：1 

ツイン 

1：1 

ツイン 

1：1 

1：1 

ツイン 

ツイン 

ツイン 

ツイン 

ツイン 

ツイン 

1：1 

1：1 

ツイン 

ツイン 

1：1

室内ユニット形 セット形名 

床置形 

天井ビルトイン形 

天井埋込形 

天吊形 

壁掛形（ワイヤレス） 

壁掛形（ワイヤード） 

4方向天井カセット形（パワーセット） 

4方向天井カセット形（コンパクトタイプ） 

2方向天井カセット形 

1方向天井カセット形 

接続室内 
ユニットの形態 接続室内ユニット形名 

PLZ-RP140AA 

PL-RP140AAH 

PLZ-RP71AA×2 

PL-RP71AAH×2 

PL-RP71JA×2 

PL-RP140PA 

PL-RP140PAH 

PL-RP71PA×2 

PL-RP71PAH×2 

PM-RP71EA×2 

PD-RP140FA 

PD-RP71FA×2 

PE-RP71CA 

PE-RP71CA×2 

PC-RP140GA 

PC-RP140GAH 

PC-RP71GA×2 

PC-RP71FAL×2 

PK-RP71FAL×2 

PK-RP71FALH×2 

PK-RP71FA×2 

PK-RP71FAH×2 

PS-RP140GA×2 

PS-RP140GAH×2 

PS-RP71GA×2 

PS-RP71GAH×2 

PC-RP140IHA



3

（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

セット形名 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

スイング 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 

　 

 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

PLZ-P140IAA-ST

50Hz 

12.5 

12.5 

2.56 

8.2

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

60Hz 

12.5 

12.5 

2.56 

8.2

50Hz 

12.5 

12.5 

2.56 

8.2

60Hz 

12.5 

12.5 

2.56 

8.2

50Hz 

12.5 

12.5 

2.67 

8.5 

90

60Hz 

12.5 

12.5 

2.69 

8.6 

91

50Hz 

12.5 

12.5 

2.67 

8.5 

90

60Hz 

12.5 

12.5 

2.69 

8.6 

91

11.2 

11.2 

2.76 

8.9

90 

105 

12.90

90 

105 

12.90

105 

12.90

105 

12.90

90 

22 

2.70 

0.045

95 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

 

ホワイト〈0.70Y8.59／0.97〉 

 

PPハニカム（ロングライフ抗菌仕様） 

 

 

水平より30°，45°，55°，70°にそれぞれ固定 

30°～70°の間をオートスイング 

 

 

防カビ仕様 

VP-25 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

PLZ-RP140AA PL-RP140AAH

組込不可 

 

 

静粛24ー弱25ー中27ー強30

ターボファン×0.11kW×1 

 

 

 

静粛36ー弱39ー中42ー強44 

30＋5（パネル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52 

主管φ15.88・枝管φ15.88 

 

ターボファン×0.035kW×1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2 

 

3.0 

 

 

静粛22ー弱25ー中28ー強30

組込不可 

 

 

静粛15ー弱16ー中18ー強20 

 

 

静粛28ー弱30ー中32ー強34 

24＋5（パネル） 

2.1 

 

 

静粛12ー弱13ー中14ー強16 

 

 

静粛27ー弱28ー中30ー強32 

26＋5（パネル） 

PLZ-RP71AA×2台 PL-RP71AAH×2台 

96 

22 

2.70 

0.045

22 

2.70 

0.045

11.2 

11.2 

2.76 

8.9

11.2 

11.2 

2.87 

9.2 

90

11.2 

11.2 

2.89 

9.2 

91

14.2 

14.2 

5.76 

17.5

14.2 

14.2 

5.76 

17.5

15.4 

15.4 

7.07 

21.3

15.4 

15.4 

7.09 

21.3

PLZ-P140IAHA-ST PLZX-P140IAA-ST PLZX-P140IAHA-ST

共
通
事
項 
室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 

298×840×840 

 

258×840×840 

 

3. 製品仕様
（1）4方向天井カセット形＜パワーカセット＞



4

（2）4方向天井カセット形＜コンパクトタイプ＞

（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

スイング 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

50Hz 

12.5 

12.5 

2.69 

8.6

60Hz 

12.5 

12.5 

2.71 

8.7

90 

105 

12.90

90 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

298×660×660 

ホワイト〈0.70Y8.59／0.97〉 

組込不可 

PPハニカム（ロングライフ抗菌仕様） 

ターボファン×0.03kW×1 

静粛14ー弱15ー中16ー強17 

水平より30°，45°，55°，70°にそれぞれ固定 

30°～70°の間をオートスイングに設定可 

静粛35ー弱36.5ー中38ー強39.5 

20＋3.7（パネル） 

防カビ仕様 

VP-25 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

PL-RP71JA×2台 

11.2 

11.2 

2.90 

9.3

11.2 

11.2 

2.92 

9.4

PLZX-P140JA-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 
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（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 

 

 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

PLZ-P140IPA-ST

50Hz 

12.5 

12.5 

2.88 

9.2 

90

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

60Hz 

12.5 

12.5 

2.95 

9.4 

91

50Hz 

12.5 

12.5 

2.88 

9.2 

90

60Hz 

12.5 

12.5 

2.56 

8.2 

91

50Hz 

12.5 

12.5 

2.75 

8.6 

 

60Hz 

12.5 

12.5 

2.77 

8.7

50Hz 

12.5 

12.5 

2.75 

8.6

60Hz 

12.5 

12.5 

2.77 

8.7

11.2 

11.2 

3.26 

10.4 

90

 

105 

12.90

 

105 

12.90

90 

105 

12.90

90 

105 

12.90

 

22 

2.70 

0.045

95 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

ホワイト〈0.70Y8.59／0.97〉 

 

PPハニカム（ロングライフ抗菌仕様） 

 

 

水平より20°，45°，60°，70°にそれぞれ固定 

 

 

防カビ仕様 

VP-25 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

358×944×624358×1444×624

PL-RP140PA PL-RP140PAH

組込不可 

 

 

 

 

 

56＋12（パネル） 

シロッコファン×0.15kW×1 

弱23ー強33 

 

弱40ー強49 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52 

主管φ15.88・枝管φ15.88 

 

シロッコファン×0.07kW×1 

弱12.5ー強18 

 

弱35ー強43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2

3.0 

 

 

 

 

 

58＋12（パネル） 

 

 

組込不可 

 

 

 

 

 

　36＋9（パネル） 

2.1 

 

 

 

 

 

　38＋9（パネル） 

PL-RP71PA×2台 PL-RP71PAH×2台 

96 

22 

2.70 

0.045

22 

2.70 

0.045

11.2 

11.2 

3.33 

10.6 

91

11.2 

11.2 

2.96 

9.3 

92

11.2 

11.2 

2.98 

9.4 

91

14.2 

14.2 

6.26 

19.1

14.2 

14.2 

6.33 

19.3

15.4 

15.4 

7.16 

21.4

15.4 

15.4 

7.18 

21.5

PLZ-P140IPHA-ST PLZX-P140IPA-ST PLZX-P140IPHA-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

 

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 

（3）2方向天井カセット形
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（4）1方向天井カセット形

（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

50Hz 

12.5 

12.5 

2.94 

9.4 

90

60Hz 

12.5 

12.5 

3.04 

9.7 

91

105 

12.90

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

198×1240×610 

ホワイト〈2.5Y 8／0.3〉 

2.1（別売） 

PPハニカム（標準抗菌仕様） 

シロッコファン×0.08kW×1 

 

水平より20°，45°，60°，70°にそれぞれ設定可 

 

35＋6.6（パネル） 

防カビ仕様 

VP-25 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

PL-RP71EA×2台 

11.2 

11.2 

2.93 

9.4 

90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弱15ー強18 

 

弱42ー強46

11.2 

11.2 

3.03 

9.6 

91 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弱16ー強20 

 

弱43ー強48

PMZX-P140IEA-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 
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（5）天井ビルトイン形

（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 　 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

PDZ-P140IFA-ST

50Hz 

12.5 

12.5 

2.78 

9.0

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

60Hz 

12.5 

12.5 

2.77 

8.9

50Hz 

12.5 

12.5 

2.59 

8.4

60Hz 

12.5 

12.5 

2.63 

8.5

11.2 

11.2 

3.43 

11.0 

 

90 

105 

12.90

89 

105 

12.90

90 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

 

パネル〈0.70Y8.59／0.97〉 

 

PPハニカム（ロングライフ抗菌仕様） 

 

 

オートベン付吹出口ユニット（別売）により可 

 

 

防カビ仕様 

VP-25 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

PD-RP140FA

シロッコファン×0.135〈0.19〉kW×1 

弱24ー強34 

 

弱38ー強44 

52＋8.5（パネル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52 

主管φ15.88・枝管φ15.88 

 

シロッコファン×0.095kW×1 

静粛12.5ー弱14ー中16ー強18 

 

静粛34ー弱36ー中38ー強40 

39＋7（パネル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2 

 

PD-RP71FA×2台 

89 

22 

2.70 

0.045

11.2 

11.2 

3.42 

10.9

11.2 

11.2 

2.71 

8.8

11.2 

11.2 

2.75 

8.9

PDZX-P140IFA-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

335×1510×775 

 

3.0（別売） 

 

295×1160×735 

 

1.5（別売） 

 

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 
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（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 　 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

PEZ-P140ICA-ST

50Hz 

12.5 

12.5 

2.84 

9.1 

90

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

60Hz 

12.5 

12.5 

2.89 

9.2 

91

50Hz 

12.5 

12.5 

3.07 

9.7

60Hz 

12.5 

12.5 

3.15 

10.0

11.2 

11.2 

2.97 

9.5 

90 

 

 

105 

12.90

91 

105 

12.90

 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

 

溶融亜鉛メッキ鋼板 

 

ー 

 

 

ー 

 

 

防カビ仕様 

VP-25 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

PE-RP140CA

シロッコファン×0.20kW×1 

弱26.5ー強38 

 

弱36ー強43 

70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52 

主管φ15.88・枝管φ15.88 

 

シロッコファン×0.1kW×1 

弱13.5ー強19 

 

弱33ー強40 

45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2 

 

PE-RP71CA×2台 

91 

22 

2.70 

0.045

11.2 

11.2 

3.02 

9.6 

91

11.2 

11.2 

2.98 

9.4

11.2 

11.2 

3.06 

9.7

PEZX-P140ICA-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

380×1200×900 

 

2.7（別売） 

 

380×750×900 

 

1.0（別売） 

 

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 

（6）天井埋込形
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（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

スイング 

左右方向 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 

 

 

 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

PCZ-P140IGA-ST

50Hz 

12.5 

12.5 

2.72 

8.7

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

60Hz 

12.5 

12.5 

2.76 

8.8

50Hz 

12.5 

12.5 

2.72 

8.7

60Hz 

12.5 

12.5 

2.76 

8.8

50Hz 

12.5 

12.5 

2.65 

8.5 

89

60Hz 

12.5 

12.5 

2.69 

8.7 

90

50Hz 

12.5 

12.5 

2.65 

8.5 

89

60Hz 

12.5 

12.5 

2.69 

8.7 

90

11.2 

11.2 

2.96 

9.5

90 

105 

12.90

90 

105 

12.90

 

105 

12.90

 

105 

12.90

90 

22 

2.70 

0.045

95 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

 

0.70Y8.59／0.97（一部：グレー） 

 

PPハニカム（ロングライフ抗菌仕様） 

 

 

水平，下吹き20°，下吹き40°，下吹き60°に各々設定可 

水平～下吹き60°の間をオートスイング 

ルーバの角度で左右に55°ずつ手動にて調整可 

 

 

防カビ仕様 

VP-20 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

PC-RP140GA PC-RP140GAH

組込不可 

 

 

 

 

 

 

 

43

シロッコファン×0.150kW×1 

静粛26ー弱28ー中32ー強35 

 

 

 

　静粛37ー弱39ー中42ー強44 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52 

主管φ15.88・枝管φ15.88 

 

シロッコファン×0.070kW×1 

静粛12ー弱14ー中16ー強18 

 

 

 

静粛32ー弱34ー中37ー強39　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2

3.0 

 

 

 

 

 

 

 

46 

 

 

組込不可 

 

 

 

 

 

　 

 

34

2.1 

 

 

 

 

 

　 

 

36

PC-RP71GA×2台 PC-RP71GAH×2台 

 

22 

2.70 

0.045

90 

22 

2.70 

0.045

11.2 

11.2 

3.00 

9.6

11.2 

11.2 

2.83 

9.1

11.2 

11.2 

2.87 

9.2

14.2 

14.2 

5.96 

18.1

14.2 

14.2 

6.00 

18.3

15.4 

15.4 

7.3 

21.3 

95

15.4 

15.4 

7.07 

21.4 

96

PCZ-P140IGHA-ST PCZX-P140IGA-ST PCZX-P140IGHA-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

 270×1620×680 210×1310×680

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 

（7）天吊形
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（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

左右吹出 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 　 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

PKZX-P140IFAL-ST

50Hz 

12.5 

12.5 

2.60 

8.3 

90

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

60Hz 

12.5 

12.5 

2.62 

8.4 

91

50Hz 

12.5 

12.5 

2.60 

8.3 

90

60Hz 

12.5 

12.5 

2.62 

8.4 

91

11.2 

11.2 

2.68 

8.6 

90 

 

 

105 

12.90

 

105 

12.90

 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

340×1400×235 

ホワイト〈3.4Y7.7／0.8〉 

 

PPハニカム（標準抗菌仕様） 

ラインフローファン×0.04kW×1 

静粛15ー弱17ー中19ー強20 

水平より10°，30°，60°，70°にそれぞれ設定可 

風向調節板（左）（右）でそれぞれ約25°の範囲で変更可（手動） 

静粛35ー弱38ー中40ー強43 

 

防カビ仕様 

VP-20 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

PK-RP71FAL×2台 

 

　 

 

 

24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52 

主管φ15.88・枝管φ15.88 

 

 

 

 

 

26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2 

 

PK-RP71FALH×2台 

91 

22 

2.70 

0.045

11.2 

11.2 

2.70 

8.6 

91

15.4 

15.4 

6.88 

20.7

15.4 

15.4 

6.90 

20.7

PKZX-P140IFALH-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

 

 

組込不可 

 

 

 

2.1 

 

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 

（8）壁掛形（ワイヤレス）
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（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

左右吹出 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 　 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

PKZX-P140IFA-ST

50Hz 

12.5 

12.5 

2.60 

8.3 

90

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

60Hz 

12.5 

12.5 

2.62 

8.4 

91

50Hz 

12.5 

12.5 

2.60 

8.3 

90

60Hz 

12.5 

12.5 

2.62 

8.4 

91

11.2 

11.2 

2.68 

8.6 

90 

 

 

105 

12.90

 

105 

12.90

 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

340×1400×235 

ホワイト〈3.4Y7.7／0.8〉 

 

PPハニカム（標準抗菌仕様） 

ラインフローファン×0.04kW×1 

静粛15ー弱17ー中19ー強20 

水平より10°，30°，60°，70°にそれぞれ設定可 

風向調節板（左）（右）でそれぞれ約25°の範囲で変更可（手動） 

静粛35ー弱38ー中40ー強43 

 

防カビ仕様 

VP-20 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2 

 

PK-RP71FA×2台 

 

　 

 

 

24 

 

 

 

 

 

26 

 

PK-RP71FAH×2台 

96 

22 

2.70 

0.045

11.2 

11.2 

2.70 

8.6 

91

15.4 

15.4 

6.88 

20.7

15.4 

15.4 

6.90 

20.7

PKZX-P140IFHA-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

 

 

組込不可 

 

 

 

2.1 

 

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 

（9）壁掛形（ワイヤ－ド）
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（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

スイング 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 

 

 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

PSZ-P140IGA-ST

50Hz 

12.5 

12.5 

2.79 

8.9

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

60Hz 

12.5 

12.5 

2.85 

9.1

50Hz 

12.5 

12.5 

2.79 

8.9

60Hz 

12.5 

12.5 

2.85 

9.1

50Hz 

12.5 

12.5 

2.72 

8.7 

 

60Hz 

12.5 

12.5 

2.74 

8.7

50Hz 

12.5 

12.5 

2.72 

8.7

60Hz 

12.5 

12.5 

2.74 

8.7

11.2 

11.2 

3.02 

9.6

91 

105 

12.90

91 

105 

12.90

90 

105 

12.90

90 

105 

12.90

91 

22 

2.70 

0.045

95 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

  

ホワイト〈0.70Y8.59／0.97〉 

 

PPハニカム（ロングライフ抗菌仕様） 

 

 

手動・冷房・除湿時は正面吹出し、暖房時は下吹出し 

スイングルーバによる拡散／任意方向に設定可能 

 

 

防カビ仕様 

VP-20 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

PL-RP140GA PS-RP140GAH

組込不可 

 

 

 

 

 

 

53

シロッコファン×0.11kW×1 

弱26ー強33 

 

 

弱43ー強49 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52 

主管φ15.88・枝管φ15.88 

 

シロッコファン×0.025kW×1 

弱13ー強16 

 

 

弱35ー強40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主管φ9.52・枝管φ9.52×2 

主管φ15.88・枝管φ15.88×2

3.0 

 

 

 

 

 

 

55 

 

 

組込不可 

 

 

 

 

 

　 

43

2.1 

 

 

 

 

 

　 

45

PS-RP71GA×2台 PS-RP71GAH×2台 

96 

22 

2.70 

0.045

91 

22 

2.70 

0.045

11.2 

11.2 

3.08 

9.8

11.2 

11.2 

2.99 

9.5

11.2 

11.2 

3.01 

9.6

14.2 

14.2 

6.02 

18.3

14.2 

14.2 

6.08 

18.5

15.4 

15.4 

7.19 

21.6

15.4 

15.4 

7.21 

21.7

PSZ-P140IGHA-ST PSZX-P140IGA-ST PSZX-P140IGHA-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

1900×600×2701900×600×350

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 

（10）床置形
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（注）1.運転特性はJISB8625の条件で運転した場合の数値です。 
　　　　定格冷房能力（室内側：乾球27.0℃，湿球19.0℃，外気温度：乾球35.0℃） 
　　　　定格暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球7.0℃，湿球6.0℃） 
　　　　低温暖房能力（室内側：乾球20.0℃，外気温度：乾球2.0℃，湿球1.0℃） 
　　　2.測定条件：無響音，Aスケール，JIS規格に準ずる。 

電　　源／三相・200V

クランクケースヒータ 

温　度　設　定（リモコン） 

上下方向 

左右方向 

形式×出力×個数 

保護装置 
圧縮機 

風向調節 

液管外径 

ガス管外径 

主管φ9.52・枝管φ9.52 

主管φ15.88・枝管φ15.88 

湿球温度15～24℃ 

乾球温度-5～43℃ 

乾球温度17～28℃ 

湿球温度-15～15℃ 

冷　房 

 

暖　房 

使用温度範囲 

室　内 

室　外 

室　内 

室　外 

蓄熱利用冷房能力 

蓄熱非利用冷房能力 

蓄熱利用冷房消費電力 

蓄熱利用運転電流 

力　　　率 

冷房蓄熱容量 

冷房蓄熱消費電力量 

暖　房　能　力 

低　温　能　力 

暖房消費電力 

暖房運転電流 

力　　　率 

暖房蓄熱容量 

暖房蓄熱消費電力量 

運　転　音 

製　品　質　量 

ド　レ　ン　パ　ン 

ドレン配管サイズ 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

kW 

kW 

A 

% 

MJ 

kWh 

kW 

 

 

mm 

ー 

kW 

 

ー 

m3/min 

 

 

dB 

kg 

 

ー 

 

mm 

ー 

ー 

ー 

ー 

m3/min 

－ 

dB 

kg 

kg

50Hz 

12.5 

12.5 

3.03 

9.7

60Hz 

12.5 

12.5 

3.07 

9.8

90 

105 

12.90

90 

22 

2.70 

0.045

冷房・ドライ19～30℃／暖房17～28℃ 

280×1520×650 

ステンレス（ヘアライン仕上げ） 

組込不可 

合成繊維不織布 

シロッコファン×0.08kW×1 

弱30ー強38 

手動にて水平～45°の範囲で任意調整可 

ルーバの角度で左右に25°ずつ手動にて調整可 

弱44ー強50 

56 

防カビ仕様 

VP-25 

PUZ-P140IGA(-BS（G）） 

1755×1690×840 

〈5Y8／1〉 

全密閉×1.8kW×1 

吐出温度検知、過電流検知回路 

プロペラファン×0.16kW×1 

100 

温度開閉器 

48／45 

335（蓄熱槽給水時705） 

R410A×10

PL-RP140HA

11.2 

11.2 

3.24 

10.4

11.2 

11.2 

3.28 

10.5

PCZ-P140IHA-ST

共
通
事
項 

暖
　
房
　
性
　
能 

冷
　
房
　
性
　
能 

セット形名 

室内ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

補助電熱装置 

エアフィルタ 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

室外ユニット形名 

外　形　寸　法 

外　装　色〈マンセル〉 

 

 

送風機（形式×出力×個数） 

風　　　量 

送風機用保護装置 

運　転　音（空調／蓄熱） 

製　品　質　量 

冷　　　媒 

延長配管サイズ 

室
　
外
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト 

室
　
内
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
（
一
台
分
の
デ
ー
タ
） 

（11）厨房用天吊形



1
4

4
. 外
形
寸
法
図

4
.1
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト

151522

据付架台の寸法 

底面配管通し穴 

22

11
3

5580

165 795

79
0

91
0

60
60

1690

75 136

断面Ｘ－Ｘ 

φ40ノックアウト穴 
底面電源用配線通し穴 
電線管取付け板〈付属品〉の選択 
によりφ27,φ33に変更可 

φ27ノックアウト穴 
＜底面伝送用配線通し穴＞ 

2×3-14×20長穴（据付用穴） 

88
0（
据付

ピッ
チ）

 
91
0

84
0

630（据付ピッチ） 215
1690

630（据付ピッチ） 215

15

給水口 

平面図 
1095116

注1．下記管取出しをする場合は、底面配管通し穴を 
　　　基礎でふさがぬようにしてください｡ 
　2．基礎（据付架台）は、少なくとも断面X-Xの 
　　　斜線部分を確保してください。 
　3．ユニットの運転質量は、約705kgとなります 
　　　ので、それに充分耐えられる基礎（据付架台） 
　　　としてください。据付架台設置の場合は、 
　　　少なくとも基礎ボルトの真下を支柱受けして 
　　　ください。 
　4．給水は、必ず日本冷凍空調工業会の水質基準 
　　　に従ってください。 

〈付属品〉 
　・電線管取付板（本体同色塗装） 
　　　φ40，φ33，φ27・・・各1個 
　・タッピンネジ　4×12　・・・6本 

ノックアウト穴 
タイマーキット 
〈別売品〉取付用 

ノックアウト穴 

サービスパネル 

X

空気吹出 

空気 
吸込 

φ40ノックアウト穴 

177

99781136
15055

26
5

17
55

14
90

84
60

65

前面電源用配線通し穴 
電線管取付け板<付属品>の選択 
によりφ27,φ33,φ40を選択可 

右側面図 

＜右側面電源用配線通し穴＞ 

φ27ノックアウト穴 
＜右側面伝送用配線通し穴＞ 

排水管接続時は 
このパネルを取り外し、下部 
ノックアウト穴を抜いてください｡ 

ノックアウト穴 
前面配管通し穴 

正面図 
14
9

83
40

10
8

795
83680

165

排水バルブ（3/4メス） 

冷媒操作弁〈ガス〉 
φ15.88〈フレア〉 

X

蓄熱槽 

ノックアウト穴 
圧力計〈別売品〉 
取付用 

冷媒操作弁〈液〉 
φ9.52〈フレア〉 

27

ノックアウト穴 

左側面図 

12
1

背面図 

単位：mm
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4.2 室内ユニット
外形寸法図は「各室内ユニットの据付工事説明書」あるいは「リプレースインバータ技術マニュアル」をごらん

ください。

4.3 リモコン

タイマー 運転切換 

PAR-20MA

ルーバー 

風   速 時刻切換 

点検 試運転 換　気 

フィルター 上下風向 

設定温度 運転/停止 

1
2
0

130

MITSUBISHI

MITSUBISHI

19 46

8
3
.5

スイング 

試  運  転 
点  検  中 

機 能 選 択 

フィルター清掃 
センサー使用 
リモコン側 
本  体  側 

エラーＮＯ． 

現在 開始 終了 
時刻 時刻 時刻 

点検 タイマー 
集中管理中 

℃ この機能はありません 

のみ 
１時間 

強弱 換気 

℃ 
ドライ 冷房 
自動　 送風 
燃焼 　暖房 
換気 準備中 
霜取中燃焼中 

設定温度 運転/停止 

スイング 

試  運  転 
点  検  中 

機 能 選 択 

フィルター清掃 
センサー使用 
リモコン側 
本  体  側 

エラーＮＯ． 

現在 開始 終了 
時刻 時刻 時刻 

点検 タイマー 
集中管理中 

℃ この機能はありません 

のみ 
１時間 

強弱 換気 

℃ 
ドライ 冷房 
自動　 送風 
燃焼 　暖房 
換気 準備中 
霜取中燃焼中 

MAリモコン線は、無極性2線でMAリモコン専用端子に接続。 

カバー部　ホワイトグレー　（マンセル４．４８Ｙ７．９２／０．６６） 
液晶周辺部　ミディアムグレー　（ＤＩＣ・G-261） 

ＪＩＳＣ８３３６の2個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け、または壁に直付け。  

外観色 

据付方法 

温度　０～４０℃ 

湿度　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

ＤＣ１２Ｖ　室内ユニットのリモコン線より受電 

120（Ｈ）×130（Ｗ）×19（Ｄ） mm

内容 　項目 

PS材質 

使用環境 

電源 

製品寸法 

0.2kg質量 

■仕様表 

スイング 

試  運  転 
点  検  中 

機 能 選 択 

フィルター清掃 
センサー使用 
リモコン側 
本  体  側 

エラーＮＯ． 

現在 開始 終了 
時刻 時刻 時刻 

点検 タイマー 
集中管理中 

℃ この機能はありません 

のみ 
１時間 

強弱 換気 

℃ 
ドライ 冷房 
自動　 送風 
燃焼 　暖房 
換気 準備中 
霜取中燃焼中 

■MAリモコン　　PAR-20MA

風向 切タイマー 入タイマー 
リセット 

3
5
.2

9.2 取付ネジ穴 4
.6

9.9

8
3
.5

コード引出し穴 
取付ネジ穴 

1
9

4.8

OPEN

ボタンを必ず押してくだ 
乾電池交換後、リセット 

単４形 ＋ ２４Ａ 
ＬＲ０３ 

単４形 ＋ ＬＲ０３ 
２４Ａ 

通常 調整 

さい。 

応急運転スイッチ 

運転表示灯（ＬＥＤ） 

1
2
0

22.5

冷  房 暖  房 

運  転 受光窓 

70

分 時 ル－バ－ 

55

MITSUBISHI MITSUBISHI

3
1
8

が異なる場合があ 

・単四アルカリ乾電池を２本お使いくだ 
　さい。マンガン乾電池では寿命が短く 

　ないことがあります）。 
　出しておいてください（正常に動作し 
・長時間使用しない場合は乾電池を取り 

　なります（＋－は正しく入れてくださ 

Ｒ０１５８Ａ７１４ 
ＰＡＲ－××××× 

ります。 

　い）。 

表示内容と実際の 
用されている場合 
他のリモコンと併 

空調機の運転内容 

運転切換 

風速 

予約・取消 

時計 

入 切 

室温調節 

この機能はありません 

運転／停止 運転／停止 

午後 
午前 

℃ 送風 
スイング 

午前 

自動 

午後 

設定 

ドライ 
試運転 

風速 

暖房 
冷房 
点検 

入 切 

この機能はありません 

午後 
午前 

℃ 送風 
スイング 

午前 

自動 

午後 

設定 

ドライ 
試運転 

風速 

暖房 
冷房 
点検 

57

1
5
3

入 切 

この機能はありません 

午後 
午前 

℃ 送風 
スイング 

午前 

自動 

午後 

設定 

ドライ 
試運転 

風速 

暖房 
冷房 
点検 

カバー部　ホワイトグレー　（マンセル４．４８Ｙ７．９２／０．６６） 

液晶周辺部　ミディアムグレー　（ＤＩＣ５５１） 

リモコンホルダー 

外観色 

付属品 

温度　０～４０℃ 

湿度　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

リモコン：ＤＣ３Ｖ（単３乾電池×２） 

リモコン：１５３（Ｈ）×５７（Ｗ）×２１（Ｄ） mm

内容 　項目 

ＡＢＳ 材質 

使用環境 

電源 

製品寸法 

■操作部 仕様表 

MAリモコン線は、無極性2線でMAリモコン専用端子に接続。 

ホワイトグレー　（マンセル４．４８Ｙ７．９２／０．６６） 

ＪＩＳＣ８３３６の2個用のスイッチボックス（現地手配）へ取り付け。  

外観色 

据付方法 

温度　０～４０℃ 

湿度　３０～９０％ＲＨ（結露なきこと） 

ＤＣ１２Ｖ　室内ユニットのリモコン線より受電 

120（Ｈ）×70（Ｗ）×19（Ｄ）mm 

内容 　項目 

ABS材質 

使用環境 

電源 

製品寸法 

0.2kg質量 

■受光部 仕様表 

■ワイヤレスリモコン　　PAR-SL91A/SL90A

＜操作部＞

＜受光部＞
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4.4 タイマーキット　

■PAC-KB67TT（タイマーキット）

ＦＵＳＥ 

PUSHPUSH

ＦＵＳＥ 

ﾘｾｯﾄ 

表示 
異常 

W848452H01

停止 
強制 

通常 
運転 

異常 

２５０Ｖ／３Ａ 

Ｆ１ Ｆ２ 

W848475H01

Ｓ ３ ４ ５ Ｒ １ 
２００Ｖ ＴＢ１０Ｔ ユニットとの連絡線 電源 

１ ２ ５ 
ＴＢ２ ﾀｲﾑｽｲｯﾁ連絡線 

タイマーキット外形図
形名　PAC-KB67TT
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CP1 
 

圧縮機  
ANV33

 

21S4 
 

φ 9.52× 5m 

φ 15.88 

φ 15.88× 5m

SV3 

SV2,φ 9.52 

CJ1 
 63H 

 

CJ2 
 

TH4 
吐出管  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH6 
室外液管  
ｻｰﾐｽﾀ  

 

THHS 
 

SV4 
 

ST3
 

ST2 ST4 

 
 

φ 9.52 

SV1,φ 9.52 

TH9 
蓄熱伝熱管  
入口 ｻｰﾐｽﾀ  

TH11 
蓄熱水温  
検知  
ｻ ー ﾐｽﾀ  

ST5
 

LEV2

ST6

 
 

φ 6.35(0.8t) 

ｱｷｭﾑﾚｰﾀ  

ST1  
 

TH7 
外気温  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH3 
室外二相管  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH10 
蓄熱伝熱管  
出口 ｻｰﾐｽﾀ  

TH1 
吸込みｾ ﾝ ｻ  

 

TH2  
液管 ｾﾝｻ  

 

TH5 
二相管ｾ ﾝ 

LEV1 
 

室内ユニット  

室外ユニット  

φ 15.88 
φ 12.7 

BV1 
 

BV2 
 

φ 15.88 

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ  

63L 
 

HEX

O/S

HEX

5. 冷媒回路動作図
5.1 冷媒回路図

5.2 冷房蓄熱運転時の動作

5.3 蓄冷利用冷房運転時の動作
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TH9  
蓄熱伝熱管  
入口 ｻｰﾐｽﾀ  

TH11 
蓄熱水温  
検知  
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LEV2

ST6
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ST1
 

 

TH7 
外気温  
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TH3 
室外二相管  
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TH10 
蓄熱伝熱管  
出口 ｻｰﾐｽﾀ  

TH1 
吸込みｾ ﾝ ｻ  

 

TH2  
液管 ｾﾝｻ  

 

TH5 
二相管ｾ ﾝ 

LEV1 
 

室内ユニット 

室外ユニット  

φ 15.88 
φ 12.7 

BV1 
 

BV2 
 

φ 15.88 

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ  

63L 

ST5 
 

HEX

O/S

HEX

CP1

圧縮機 
ANV33

21S4

φ 9.52× 5m

φ 15.88

φ 15.88× 5m

SV3

SV2φ 9.52

CJ1
63H

CJ2

63L

4
吐出管 
ｻｰﾐｽﾀ 

TH6
室外液管 
ｻｰﾐｽﾀ 

THHS

SV4

ST3

ST2

.05(1.2t)

φ 9.52

SV1φ 9.52

TH9
蓄熱伝熱管 
入口ｻ ー  ﾐ ｽﾀ 

TH11
蓄熱水温 
検知 
ｻｰﾐｽﾀ 

ST5

ST6

ST4

LEV2

φ 6.35(0.8t)

ACC 12L

ST1

TH10
蓄熱伝熱管 
出口ｻ ー  ﾐ ｽ ﾀ 

TH1
吸込みｾ ﾝ ｻ 

TH2
液管 ｾﾝｻ 

TH5
二相管ｾ ﾝ ｻ 

LEV1

室内ユニット 

室外ユニット 

63L 

HEX 

O/S 

CP

低圧圧力スイッチ 

熱交換機 

油分離器 

毛細管 

φ 12.7

BV1

BV2

φ 

φ15.88

15.88

記号 

SV 

21S4 

BV 

TH 

ST 

LEV 

CJ 

63H

名称 

電磁弁 

四方弁 

ボールバルブ 

サーミスタ 

ストレーナ 

リニア膨張弁 

チェックジョイント 

高圧圧力スイッチ 

TH7
外気温 
ｻｰﾐｽﾀ 

TH3
室外二相管 
ｻｰﾐｽﾀ 

19φ 

HEX

O/S

HEX
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CP1 
 

圧縮機  
ANV33 

 

21S4 
 

φ 9.52× 5m 

φ 15.88 

φ 15.88× 5m

SV3 

SV2,φ 9.52 

CJ1 
 63H  

 

CJ2 
 

TH4 
吐出管  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH6 
室外液管  
ｻｰﾐｽﾀ  

 

THHS 
 

SV4
 
 

ST3 

ST2ST4

 

 
φ 9.52 

SV1,φ 9.52 

TH9 
蓄熱伝熱管  
入口 ｻｰﾐｽﾀ  

TH11 
蓄熱水温  
検知  
ｻ ー ﾐｽﾀ  

ST5
 

LEV2

ST6

 
 

φ 6.35(0.8t) 

ｱｷｭﾑﾚｰﾀ  

ST1
 
 
 

TH7 
外気温  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH3 
室外二相管  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH10 
蓄熱伝熱管  
出口 ｻｰﾐｽﾀ  

TH1 
吸込みｾ ﾝ ｻ  

 

TH2  
液管 ｾﾝｻ  

 

TH5 
二相管ｾ ﾝ ｻ  

LEV1 
 

室内ユニット  

室外ユニット  

φ 15.88 
φ 12.7

 

BV1 
 

BV2 
 

φ 15.88 

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ 
 

63L 
 

HEX

O/S

HEX

5.5 暖房蓄温運転時の動作

5.6 圧縮機暖房運転時の動作

 

CP1 
 

圧縮機  
ANV33 

 

21S4 
 

φ 9.52× 5m 

φ 15.88 

φ 15.88× 5m

SV3 

SV2,φ 9.52 

CJ1 
 63H  

 

CJ2 
 

TH4 
吐出管  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH6 
室外液管  
ｻｰﾐｽﾀ  

 

THHS 
 

SV4
 
 

ST3 

ST2ST4

 
 
 

φ 9.52 

SV1,φ 9.52 

TH9 
蓄熱伝熱管  
入口 ｻｰﾐｽﾀ  

TH11 
蓄熱水温  
検知  
ｻ ー ﾐｽﾀ  

ST5
 

LEV2

ST6

 
 

φ 6.35(0.8t) 

ｱｷｭﾑﾚｰﾀ  

 
 

TH7 
外気温  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH3 
室外二相管  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH10 
蓄熱伝熱管  
出口 ｻｰﾐｽﾀ  

TH1 
吸込みｾ ﾝ ｻ 

 

TH2  
液管 ｾﾝｻ  

 

TH5 
二相管ｾ ﾝ ｻ 

LEV1 
 

室内ユニット  

室外ユニット  

φ 15.88 

φ 12.7 

 
 

BV2 
 

φ 15.88 

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ  

63L 
 

ST1
 

BV1

HEX

O/S

HEX

5.4 圧縮機冷房運転時の動作

室外二相管 

CP1

21S4

φ 9.52× 5m 

φ 15.88 

φ 15.88× 5m

SV3 

SV2,φ 9.52 

CJ1
63H CJ2 

TH4
吐出管 
ｻｰﾐｽﾀ 

TH6 
室外液管  
ｻｰﾐｽﾀ 

THHS 

SV4ST3

ST2 ST4 

 
φ 9.52 

SV1,φ 9.52 

TH9  
蓄熱伝熱管  
入口 ｻｰﾐｽﾀ 

TH11 
蓄熱水温  
検知  
ｻ ー ﾐｽﾀ 

ST5 

LEV2

ST6

 

φ 6.35(0.8t) 

ｱｷｭﾑﾚｰﾀ  

ST1  

TH7 
外気温  
ｻｰﾐｽﾀ  

TH3 

ｻｰﾐｽﾀ  
TH10 
蓄熱伝熱管  
出口 ｻｰﾐｽﾀ  

TH1 
吸込みｾ ﾝ ｻ 

TH2  
液管 ｾﾝｻ  

TH5 
二相管ｾ ﾝ ｻ 

LEV1 

室内ユニット 

室外ユニット 

φ 15.88 

12.7

BV1

BV2

φ 15.88 

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ  

63L 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

圧縮機 

HEX

O/S

HEX

ANV33
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10の位 1の位 

ｱﾄﾞﾚｽ設定 
ｽｲｯﾁ 

OFF
ON

OFF
ON

OFF
ON

OFF
ON

ＴＢ１ 

電源 
３相２００Ｖ 
５０／６０Ｈｚ 

ユニット 
　板金 

制御箱 
板金 

室内ユニット へ接続 

・*1のＴＢ７はＭ－ＮＥＴ通信の制御配線用です。 
　動力線は絶対に接続しないでください。 

CNFAN1
 (5P)
  ｱｶ 

CN2M
(2P)

*1

Ｃ１～３ Ｃ１１～１３ 

ＲＳ 

５２Ｃ ＤＣＬ 

ＴＢ７ SW12 SW11

4

M-NET基板 

1

1 10

1

1 6

Ａ 
Ｂ 

ｼｰﾙﾄﾞ 

1
2

Ｔ 

Ｓ 

Ｒ 

S3
S2
S1

Ｅ 

Ｅ 

ミドリ 

ア
カ
 

シ
ロ
 

ア
オ
 

Ｒ Ｓ Ｔ Ｅ 

CNS3
(9P)
ｱｶ 

1 2 3

2 3 41 5

CN5 (5P)

52 3 4

CN1
(5P)

1

ＺＮＲ１～４ 

ＤＳＡ 
Ｆ02
6.3A

Ｆ01
6.3A

5 7CN20
(7P)

31

Ｕ　　　Ｗ 
Ｖ 

ＭＣ 

1

サ－ミスタ（外気温度検知） ＴＨ７ 

　　　　名　　　　称 　記　号 

ＳＷ５ 

ＳＷ４ 

ＳＷ１ 

   制御基板 
(ＭＡＩＮ ＰＫＧ)

パワー基板 

CNM
(14P)

CNRS
(3P)
ｱｵ 

141

1 2 3

432

52C

1

ｷ 
CN28
(3P)

3 2

21

CN3
(2P)

ＴＨ８ 

7 7

CN2
(7P)

3

5
6

2
1

4

CN2
(7P)

3

5
6

2
1

4

CN4
(2P)2

1CN4
(2P)

CN29
(3P)
ｱｶ 

2
1

CNLEV1
(5P)
ｱｶ 

1

LEV1

MF
1

2
3
4
5

ＦＳ２ 

スノ－センサ入力 

CN51
(5P) 異常出力 

圧縮機ON/OFF出力 

１２Ｖ 

5
4
3
2
1

CN3N
(3P)
ｱｵ 

CN3S
(3P)
ｱｶ 

1

1

2

2

3

3

1
2
3

21

CN5
(2P)

ＴＨ４ 
ＴＨ１１ 

21

ｱｶ 
CN6
(2P)

ＴＨ１０ 

ｱｵ 
CN13
(4P)

41 2 3

検知回路 

Ｘ０２ 

Ｘ０１ 

Ｘ０３ 

６３Ｈ 

　ＭＦ 

21
S4

SV2

ＣＨ 

CN26
(6P) ｱｶ 

CN25
(3P) ｸﾛ 

1
2
3

9
8
7
6
5

1
2
3
4
5
6

1
2
3

　　　　名　　　　称 　記　号 　　　　名　　　　称 　記　号 　　　　名　　　　称 　記　号 

ヒューズ３０Ａ Ｆ１～４ 

ＴＨ８ 

ＴＨ６ 

ＴＨ４ 

サ－ミスタ（放熱板温度検知） 

サ－ミスタ（液管温度検知） 

サ－ミスタ（吐出温度検知） Ｅ 
Ｔ１、Ｔ２ 

　　　　名　　　　称 　記　号 
ＴＢ１ 

ＴＨ３ 
６３Ｈ 

ＭＣ 

ＲＳ 

内外連絡線用端子台（室内系用） 
電源用端子台 

サ－ミスタ（二相管温度検知） 
高圧圧力開閉器 

圧縮機用電動機 

突入電流防止抵抗 

蓄熱伝熱管用電子膨張弁 ＬＥＶ２ 

54 21
CN5
(2P)
ｱｶ 

SCｰP2SCｰP176 8 9
2 4 6 21 3CN40

(3P)

Ｆ03
6.3A

Ｆ04
6.3A

CN44
(3P)
ｱｶ 

21 3

T2

21

CN5
(2P)
ｱｶ 

Ｆ４ 

CNAC1
(3P) 321

Ｆ３ 

Ｆ１ 

Ｆ２ 

Ｅ 

Ｅ 
Ｅo

Ｚ１～３ 

ＮＦ基板 

Ｒi

Ｓi

Ｔi

Ｒｏ 

Ｓｏ 

Ｔｏ 

ＴＡＢーＲ 

ＴＡＢーＳ 

ＴＡＢーＴ 

ＴＡＢ 
ーＴ 

ＴＡＢ 
ーＳ 

ＴＡＢ 
ーＲ 

CNLEV2
(6P)
ﾐﾄﾞﾘ 

6
5
4
3
2

LEV2

1

ナイトモード入力 CN3D
(3P)

1
2
3 デマンド入力 

5

6
5
4
3
2
1

CNTA
(6P) ｱｶ 

7

1

3

4

5

ＴＢ１０ 

ＴＢ１Ｂ 
R

R

T

R

S

S

R

T

S
S

T1

3
2
1

CN30
(3P)

CN34
(3P)
ｱｶ 

3
2
1

ﾀｲﾏｰｷｯﾄへ 
     接続 

SV1

ｱｶ 
CN3
(4P)

321 4

ＴＨ６ 

321 4

CN12
(4P)

ＴＨ７ ＴＨ３ ＴＨ９ 

4
3
2
1

SV3

SV4
Ｘ０４ 

Ｘ０５ 

Ｘ０６ 
CN27
(9P)

６３Ｌ 
CN36
(3P) ｱｵ 

123

ﾐﾄﾞﾘ 
CN23
(3P)

2
1 CND(3P)

3

ＴＢ１Ｂ ﾀｲﾏｰｷｯﾄ用端子台(電源)
ＴＢ１０ ﾀｲﾏｰｷｯﾄ用端子台(信号)

５２Ｃ 電磁接触器（インバ－タ主回路） 

ＭＦ 送風機用電動機（熱交換器） 
ＣＨ クランクケ－スヒ－タ（圧縮機） 
２１Ｓ４ 四方弁 
ＳＶ１ 電磁弁（バイパス） 
ＳＶ２ 電磁弁（蓄熱槽液管） 

電磁弁（蓄熱槽ガス管） ＳＶ３ 
電磁弁（油戻し） ＳＶ４ 
低圧圧力開閉器 ６３Ｌ 

ＴＨ９ 
ＴＨ１０ 
ＴＨ１１ 
ＭＦ１ 

サ－ミスタ（蓄熱水温検知） 
送風機用電動機（放熱板） 

サ－ミスタ（蓄熱伝熱管出口） 
サ－ミスタ（蓄熱伝熱管入口） 

ＬＥＶ１ 室内伝熱管用電子膨張弁 

Ｆ01～04
ＦＳ２ 

ヒューズ６．３Ａ 
ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ 

アース端子 
トランス 

6
.電
気
配
線
図

6
.1
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト

P
U
Z
-P
1
4
0
IG
A

6
.2
 室
内
ユ
ニ
ッ
ト

電
気
配
線
図
は
「
リ
プ
レ
ー
ス
イ
ン
バ
ー
タ
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

（
各
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
の
制
御
箱
カ
バ
ー
の
裏
側
に
も
あ
り
ま
す
。）
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7.据付工事
7.1 据付場所の選定

7.2 ユニットの周囲必要空間

（3）段積み設置の場合（例）

室外ユニットは、下記条件を考慮して据付け位置を選定してください。

¡他の熱源から直接ふく射熱を受けないところ。

¡ユニットから発生する騒音が隣家に迷惑のかからないところ。

¡強風が吹きつけないところ。

¡本体の質量に充分耐えられる強度のあるところ。

¡運転時には、ユニットからドレンが流れますのでご留意ください。

¡下図に示すサービス、風路スペースがあるところ。

なお、可燃性ガスの発生、流入、滞留、漏れのおそれがある場所では、火災をおこす危険性がありますので設置しないでくだ
さい。

¡酸性の溶液や特殊なスプレー(イオウ系)を頻繁に使用する場所は避けてください。
¡外気10℃以下にて冷房運転を実施する可能性がある場合は、ユニットの安定した運転を得るためにユニットに直接雨雪が当ら
ない場所を選定するか、吹出ダクト、吸込ダクトを取りつけるようにしてください。

¡油、蒸気、硫化ガスの多い特殊環境では使用しないでください。

本ユニットは冷暖房運転時以外に夜間蓄冷熱運転します
ので、ユニットから発生する騒音で隣家に迷惑のかから
ないように据付場所を選定してください。また場合によ
っては防音壁等の防音対策を行ってください。

注意

必要空間の基本
後面側は中央の据付ボルトを締め付けるため100mm程度必要ですが、後面からのサービス等を考慮した場合、前
面同様450mm程度開けた方が便利です。

<ユニットの上方に障害物がある場合>

吸
込
口 

　（
開
放
が
原
則
） 

正
面
側 

（側面から見る） 

吹出口（開放が原則） 

1
0
0
 

以
上
 

4
5
0
 

以
上
 

正面側 
（上面から見る） 

後面側 

４５。 
以上 

吹出ガイド 
（現地手配） 

正 
面 
側 

障害物までの空間が 
少ない場合 

（側面から見る） 

１０００以上 ３００以上 

（1）単独設置の場合

<ユニット左右から吸込空気が入る場合>

（注）¡前、後の壁高さＨは、ユニット全高以下としてください。

¡ユニットの全高を越える場合は、上図のh寸法を下記L1、

L2に加算してください。

L1：450、L2：100

･･･例：h＝100の場合、L1＝450＋100＝550

〈正面側〉 

L2以上 

L1以上 

壁高さ制限なし（左右共） 

正
面
側 

（側面から見る） 

L１以上 L２以上 

H
h
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<ユニット周囲が壁の場合>
¡前の壁高さHは前パネルの高さ以下としてください。

¡前パネルの高さを越える場合は、上図のh寸法を下記L1、

L2に加算してください。

L1：450、L2：100

･･･例：h＝100の場合、L1＝450＋100＝550前
パ
ネ
ル 

正
面
側 

（側面から見る） 

L２以上 

６５
０
 

L１以上 

H
h

H
h

L2以上 

L1以上 

（2）集中設置・連続設置の場合
多数のユニットを設置する場合は、人の通路、風の流通を考慮して、各ブロックに下図スペースをとってください。

¡2方向は開放としてください。

¡壁高さ〈Ｈ〉がユニットの全高を越える場合は、※印の寸法にｈ寸法(ｈ＝壁高さ〈Ｈ〉－ユニット全高)を加えて

ください。
¡ユニット前後に壁がある場合は、側面方向への連続設置は最大3台とし、3台毎に吸込スペース兼通路スペース

として1000mm以上とってください。

9
0
0
以
上
 

1000以上 

1000以上 

4
5
0
以
上
 

1
0
0
以
上
 

1000以上 1000以上 

100以上 450以上 450以上 450以上 450以上 

壁高さ<H>

壁高さ<H>壁高さ<Ｈ>

＜開放のこと＞ 

＜開放のこと＞ 

＜開放のこと＞ 

（正面側） 

壁高さ<H>

（正面側） 

壁高さ<H>

壁高さ<H>

9
0
0
以
上
 

450以上 （正面側） （正面側） 

壁高さ<H>

開 
放 
の 
こ 
と 

＜
                 ＞

 

開 
放 
の 
こ 
と 

＜
                 ＞

 

開 
放 
の 
こ 
と 

＜
                 ＞

 

開 
放 
の 
こ 
と 

＜
                 ＞

 

開 
放 
の 
こ 
と 

＜
                 ＞

 

※ 

4
5
0
以
上
 

※ 

※ ※ 

※ 

1
0
0
以
上
 

※ 

1
0
0
以
上
 



22

7.3 製品吊り下げ方法と製品質量

・20㎏以上の製品の運搬は、1人でしないでください。
・製品によってはPPバンドによる梱包を行っていますが、危険ですので運搬の手段に使用しないでください。
・熱交換器のフィン表面で切傷する場合がありますので、素手で触れないように注意してください。
・梱包用のポリフクロで子供が遊ばないように、破いてから廃棄してください。窒息事故等の原因になります。
・ユニットの搬入を行う場合は、ユニットベースの指定位置にて吊り下げてください。また、適宜ユニットが横
ずれしないよう固定し、確実に4点支持で実施してください。3点支持等で運搬・吊下げしますと不安定とな
り、落下の原因になります。

製品の運搬には十分注意してください。

¡製品を吊り下げて搬入する場合は、ロープをユニットの下に通し、前後各2ヶ所の吊り部を使用してください。

¡ロープは必ず4ヶ所吊りとし、ユニットに衝撃を与えないようにしてください。

¡ロープ掛けの角度は、下図のように40°以下にしてください。

¡ロープは8ｍ以上のものを2本使用してください。

¡水を入れた状態で吊り下げないでください。（満水時質量：約705kg）

吊り部詳細 

製品質量：335kg

４０°以下 

危険 

注意
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８８０±５ 

���
M１０アンカー 
ボルト 
現地手配 

コンクリート基礎 
配管・配線スペース 
（下配管・下配線時） 

ユニット 

基礎との間は、防振パッドや防振架台など 
により充分な防振を行ってください。 

コーナー部は確実に受ける 
よう注意してください。コ 
ーナー部が十分に受けられ 
ていないと取付足が曲がる 
恐れがあります。 

���コーナー部 
を受けてく 
ださい。 

据付けは、質量に十分耐える所に確実に行ってください。
強度が不足している場合は、ユニット落下により、けがの原因になります。

10

8
8
0
±
5

8
8
0
±
5

630±2

630±2 630±2 630±2630±2

630±2

集中設置時、ユニット間には10mmのすきまを設けてください。 

単独設置例 

集中設置例 

（1）アンカーボルト位置

（2）据付け
¡ユニットが地震や突風などで倒れないように、下図のようにボルトで強固に固定してください。

¡ユニットの基礎は、コンクリートまたはアングル等の強固な基礎としてください。

¡据付条件によっては、振動が据付部から伝搬し、床や壁面から、騒音や振動が発生する場合がありますので、充

分な防振工事(防振パッド、防振架台など）を行なってください。

基礎施工に際しましては床面強度、ドレン水処理〈運転時にはドレン水が機外に流出します〉、配管、配線の経路に
十分留意してください。

台風等の強風、地震に備え、所定の据付工事を行ってください。
据付工事に不備があると、転倒等による事故の原因になることがあります。

警告

警告
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〈下配管、下配線時の注意〉
下配管または下配線を行う場合は、ベースの貫通穴を塞がないように基礎や架台の施工には注意してください。ま
た、下配管する時にはユニットの底下に配管が通るように100㎜以上の高さの基礎を設けてください。

12
1

13675

1690

60
60

91
0

79
0

795 下配線穴 下配管穴 165
80

22

据付架台の寸法 

〈基礎（据付架台）についてのお願い〉
基礎（据付架台）は、少なくとも斜線部分を確保してください。
ユニットの運転質量は、約705kgとなりますので、それに充分耐えられる基礎（据付架台）としてください。据
付架台設置の場合は、少なくとも基礎ボルトの真下を支柱受けしてください。
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7.4 冷媒配管工事
配管接続は室外ユニットからの冷媒配管を末端で分岐し各室内ユニットに接続する端末分岐方式になっています。
配管接続方法は、室内ユニット、室外ユニットともフレア接続になっています。また分岐部はロウ付接続です。

火気使用中に冷媒ガス(R410A)を漏らさないように注意してください。冷媒ガスがガスコンロ等の火に触れると
分解して、有毒ガスを発生させガス中毒の原因になります。溶接作業は密閉された部屋で実施しないでください。
また冷媒配管工事完了後、ガス漏れ検査を実施してください。

警告

（1）R410A機種特有の注意事項
本ユニットは、新冷媒R410Aを採用しています。冷媒配管工事は、基本的にはR22と同様ですが、異なる冷
凍機油との混合を避けるために専用工具の準備が必要です。また、R410AはR22に比べ約1.6倍作動圧力が
高くなりますので、フレア部、フレアナットのサイズが異なります。

■配管材料・肉厚 ■R410A用工具（従来工具の使用可否） 
冷媒配管は、JISH3300「銅、及び 
銅合金断目無管」のC1220のりん脱 
酸銅を使用してください。 
R410AはR22に比べ作動圧力が上が 
るため、必ず下記肉厚のものを使用し 
てください。 
（肉厚0.7mmの薄肉品の使用は禁止） 

■フレア加工 
R410Aのフレア加工寸法は、より気密性を高め強度を増すために、R22より大きくなります。 

■フレアナット 
フレアナットの対辺寸法も強度を増すために、サイズを変更しているものがあります。 

配管径と肉厚 

工具・材料 

ゲージマニホールド 真空引き・冷媒充填 
及び運転チェック 

冷媒充填 

冷媒充填 

冷媒充填 

冷媒充填 

フレア部へ塗布 

液冷媒を霧状にし、充填 
時の圧縮機故障を防止 

チャージホース取外し時、 
ガスの吹出しを防止 

真空乾燥 

真空乾燥 

真空度確認（バキュームバルブは 
サーミスタバキュームゲージへの 
油、冷媒の逆流を防止） 

配管のフレア加工 

配管の曲げ加工 

配管の切断 

配管の溶接 

冷媒漏れチェック 

冷媒の回収 

チャージホース 

ガス漏れ検知機 

冷媒回収機 

冷媒ボンベ 

塗布油 

セーフティチャージャー 

チャージバルブ 

真空ポンプ 

冷媒ボンベ用チャージ口 

逆流防止付真空ポンプ 

フレアツール 

ベンダー 

パイプカッタ 

溶接機・窒素ボンベ 

冷媒充填ハカリ 

チャージングシリンダ 

真空計または 
サーミスタバキュームゲージと 
バキュームバルブ 

用途 R22工具の使用 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

×：新規に準備（R410A専用として使い分け）　△：一部条件はあるが使用可　○：共用可能 

△逆流防止アダプタを 
　取付ければ使用可 

△出し代調整で使用可 

× 

○（HFC系冷媒対応） 

× 

× 

○エステル油、アルキル 
　ベンゼン油（最小限） 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

－ 

△逆流防止アダプタを 
　取付ければ使用可 

△出し代調整で使用可 

R407C工具の使用 

〔mm〕 

配管外径 R410A（第2種） R22（第1種） 

9.52 0.8 0.8

15.88 1.0 1.0

フレア加工寸法 〔mm〕 

配管外径 
R410A

A寸法（　　） ＋0 
－0.4

R22

9.52 13.2 13.0

15.88 19.7 19.4

〔mm〕 

配管外径 
B寸法 

9.52

15.88

フレアナット寸法 

R410A（第2種） R22（第1種） 

22 22

29 27

A寸法 

B寸法 

・配管部材への表示 
新冷媒対応の配管部材は断熱材表面に 
「銅管肉厚」、「対応冷媒」の記号が 
表示されています。 

梱包外装でも識別できるよう、表示されていますので、確認してください。 
＜外装ケースの表示例＞ 

②　　　　　　：1種、2種兼用タイプ 
対応冷媒　　　：R22,R407C,R410A
銅管口径×肉厚：6.35×0.8、9.52×0.8

銅管肉厚の表示 

肉厚［mm］ 表示記号 

0.8 08
1.0 10

対応冷媒 表示記号 

1種 R22,R407C
2種 R410A

① 
② 

対応冷媒の表示 

＜断熱材への表示例＞ 

08－② 

1m間隔で表示 
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①市販の銅管にはゴミが入っている場合がありますので、乾燥した不活性ガスにて吹き飛ばしてください。
②配管加工、または配管工事中に配管の中にゴミや水分を入れないでください。
③曲げ箇所は、できるだけ少なくし、曲げ半径は、できるだけ大きくしてください。
④指定冷媒配管が分岐管の径と異なる場合、異径接手を使用して径をあわせて使用してください。
⑤冷媒配管制限（許容長さ、高低差、配管径）は必ず守ってください。故障や冷暖房不良の原因となります。
⑥ロウ材は、JIS指定品の良質なものを使用してください。
⑦冷媒によるエアパージは絶対に行なわないでください。必ず真空ポンプによる真空引きを行なってくださ
い。
⑧配管の断熱を正しく行なってください。不十分な場合、冷暖房不良や露タレ等によって思わぬトラブルが
発生する事があります。（(6)冷媒配管の断熱（30ページ）をご覧ください）
⑨冷媒配管の接続は室外ユニットのボールバルブ、ストップバルブを全閉（工場出荷時仕様）のままとし、
室内・室外ユニットと冷媒配管を全て接続して、冷媒洩れ試験、真空引き作業が終了するまで操作しない
でください。
⑩配管接続の際は、必ず無酸化ロウ付を行ってください。無酸化ロウ付を行わないと、圧縮機の破損につながる恐れがあ
ります。
（配管接続及びバルブ操作の詳細は27ページをご覧ください。）
⑪雨天時に室外ユニットの配管接続作業はしないでください。

据付けや移設の場合は、機器に表示されている冷媒(R410A)
以外の異なった冷媒を入れないでください。

既設の冷媒配管を流用しないでください。
¡既設の配管内部には、従来の冷凍機油や冷媒中の塩素が多量に含まれ、これらの物質が新しい
機器の冷凍機油劣化等の原因になります。

注意

警告

据付けに使用する配管は屋内に保管し、両端ともロウ付けする直前までシール
しておいてください。（エルボ等の継手はビニル袋等に包んだ状態で保管）
¡冷媒回路内にほこり、ゴミ、水分が混入しますと、油の劣化・圧縮機故
障の原因となります。

注意

¡異なった冷媒や空気等が混入すると、冷凍サイクルが異常となり、破裂等の原因になります。

液冷媒にて封入してください。
¡ガス冷媒で封入するとボンベ内冷媒の組成が変化し、能力不足等の原因になります。

注意

注意
冷媒配管はJIS H3300「銅及び銅合金継目無管」のC1220のリン脱酸銅を
使用してください。また、管の内外面は美麗であり、使用上有害なイオウ、
酸化物、ゴミ、切粉、油脂、水分等（コンタミネーション）の付着がないこ
とを確認してください。
¡冷媒配管の内部にコンタミネーションの付着があると、冷凍機油劣化等の原因になります。

（2）一般注意事項

○R410A用ゲージマニホールド 

R22、R407Cの誤封入を防止するため、 
各部のネジ径を変更しています。 
また、見分けが付くように指定色（桃色） 
表示を施しています。 

○R410A用チャージホース 

ゲージマニホールドと同様に各部のネジ 
径を変更しています。また、高耐圧仕様 
にしています。 

○ガス漏れ検知機 

従来冷媒（R22）検出用リークテスタでは 
HFC系冷媒（R410A、R407C）の検出 
精度が低いため、HFC系冷媒用のリークテ 
スタが必要となります。 

○逆流防止付真空ポンプ 

真空ポンプに逆流防止機構を取り付けることで、真空ポンプが何等 
かの原因で停止した際に、真空ポンプオイルが冷媒回路に入ってし 
まうことを防止します。 
逆流防止アダプタを使用すれば従来のR22用真空ポンプをそのまま 
使用することが出来ます。 

○サーミスタバキュームゲージ 

正確な到達真空度の確認およびリークチェックにより、確実 
な作業ができ、真空乾燥の正確な完了時期が把握できます。 
サーミスタバキュームゲージの代替として真空計を使用する 
場合は、冷媒の圧力が真空計にかからないよう、又、油の逆 
流防止のため必ずバキュームバルブを使用してください。 

サービスポートサイズ 

R22・R407C 1/4フレア 7/16UNF・20山 

R410A 5/16フレア 1/2UNF・20山 



27

（3）冷媒配管

H

L

シングル 

h

H

L

a

b

分配管 

同時ツイン 

室　外 
ユニット 
形　名 

シングル 

同時 
ツイン 

配管サイズ 配管実長（注2） 高低差 

ベンド数 ガ　ス　側 

主管部・枝管部 主管部・枝管部 

最遠実長 
（室内～室外間） 

室内～室内間 
の差 

室内 
～室外 

室内 
～室内 

液　　側 

L 
　　　100m

－ － 

a b

c

＋L，　＋L 
または 
＋L 
　100m

H 
40m

H 
40m

12カ所 

h 
1m

12カ所 
（注1） 

φ15.88

φ9.52

φ9.52

φ15.88

P140形 

P140形 

a b注1．冷媒配管曲り限界は＜L＋　＞＜L＋　＞の範囲でそれぞれ8カ所以内におさめてください。 
注2．追加チャージが必要です。（5）冷媒充填（29ページ）を参照ください。 

分岐セット：SDD-50SR（ツイン） 

8m
a bー 

 

（4）配管接続、バルブ操作のご注意
¡真空引き、冷媒チャージ後は必ず、バルブを全開状態にしてください。バルブを閉めたまま運転しますと冷媒回
路高圧側または低圧側が異常圧力となり、圧縮機、四方弁等の損傷を招きます。

¡作業完了後、サービスポート及びキャップはガス漏れの起らないようしっかり締付けてください。

  φ9.52  φ15.88

ボールバルブ 
（ガス側） 

ストップバルブ 
（液側） 

（注）トルクレンチが無い場合のフレアナット締付方法 

キャップ 
（締付トルク25N・m） 

（締付トルク75～80N・m） 

フレアナット（注） 

（締付トルク35～42N・m） 
フレアナット（注） 

（キャップの締付トルク14N・m） 

サービスポート 

（キャップの締付トルク14N・m） 

（締付トルク25N・m） 

サービスポート 

HEX4

キャップ 

（弁棒は90˚以上回転しません） 

ストッパーピン 

弁　　棒 

※フレアナットをスパナで締付けて行くと
締付トルクが急に増すときがありますの
でそこで一度とめてそれから更に上表の
角度だけ回転させます。

パイプ径 締付角度
締付角度の目安

φ 6.35 φ 9.52 60°～90°
30°～60°
20°～35°

φ12.7 φ15.88
φ19.05

注意
フレア・フランジ接続部に塗布する冷凍機油は、エス
テル油又はエーテル油又はアルキルベンゼン（少
量）を使用してください。
¡鉱油が多量に混入すると、冷凍機油劣化の原因と
なります。
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（5）気密試験・真空引き・冷媒充填

●気密試験

気密試験は下図のように、室外ユニットのボールバルブを閉じたまま、ボールバルブについているサービスポート
から接続配管と室内ユニットに加圧して行ないます。

サービスポート 
（どちらか一方のみの接続で可） 

室外ユニット 

ガス管 

液管 

ボールバルブ 

Loノブ Hiノブ 
LO HI
システムアナライザ 

窒
素
ガ
ス
 

室内ユニットへ 

気密試験のやり方は従来機と基本的に同じですが、冷凍機油劣化への影響が大きいので下記の制約事項を必ず遵守
してください。

気 密 試 験 の 手 順

1.窒素ガス加圧の場合
(1)窒素ガスにて設計圧力(4.15MPa)に加圧後、1日程度放
置し、圧力が低下していなければ良好です。
但し、圧力が低下している場合、漏れ箇所は不明なので次の
泡式で行なってもよい。

(2)上記加圧後、フレア接続部・ロウ付部・フランジ部等漏れが
予想されるすべての箇所に泡剤(キュボフレックスなど)をス
プレーし、泡の発生を目視確認する。

(3)気密試験後、泡剤をよく拭きとる。

2.冷媒ガスと窒素ガスで加圧の場合
(1)ボンベよりＲ410Aを液で封入し、ガス圧力で約0.2MPa程
度 に加圧後、窒素ガスにて設計圧力(4.15MPa)に加圧する。
但し、一気に加圧しないで、途中加圧を停止し、圧力低下の
ないことを確認する。

(2)Ｒ410A対応の電気式リークディテクタでフレア接続部・ロウ
付部・フランジ部等漏れが予想されるすべての箇所のガス
漏洩を検査する。

(3)泡式のガス漏洩検査と併用しても良い。

×加圧ガスに可燃ガスや空気（酸素）を使
用すると爆発の危険があります。

×機器に表示されている冷媒以外は、使用　　
不可です。
×ボンベよりガスで封入するとボンベ内冷
媒の組成が変化します。
×圧力計・チャージングホース等の部品は
Ｒ410A専用のものを使用のこと。
×Ｒ22用電気式リークディテクタでは、漏
洩検知できません。
×炎色式(ハライドトーチ)は使用不可。
（検出不可能）

制 約 事 項

R410A以外の冷媒は使用しないでください。
¡R410A以外（R22等）を使用すると、塩素により冷凍機油劣化
等の原因になります。

注意
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工具類の管理は従来以上に注意してください。

従来の冷媒に使用している一部の工具類は使用できません。

逆流防止器付真空ポンプを使用してください。

●真空引き
真空引きは、下図のように、室外ユニットのボールバルブを閉じたまま、ボールバルブについているサービスポートから接続配
管と室内ユニット共真空ポンプにて実施してください。
真空度が650Pa[abs]に到達後、1時間以上真空引きをしてください。その後、真空ポンプを止めて1時間放置し、真空度が上
昇していないことを確認してください。真空度の上昇幅が130Paより大きい場合は、水分が混入している可能性がありますの
で、乾燥窒素ガスを0.05MPaまで加圧して、再度真空引きを実施してください。
※冷媒によるエアパージは、絶対に行なわないでください。

真空ポンプ 

バルブ 

サービスポート 
（どちらか一方のみの接続で可） 

ガス管 

液管 

ボールバルブ 

室外ユニット 

Hiノブ Loノブ 

LO HI
システムアナライザ 

真空ポンプは逆流防止器付のものを使用してください。
（推奨真空度計　ROBINAIR 14010 Thermistor Vacuum Gauge.）
また、真空ポンプは、5分運転後で65Pa[abs]以下のものを使用してくだ
さい。

¡冷媒回路内に真空ポンプ油が逆流し、機器の冷凍器油劣化等の原因に
なります。

¡従来の冷媒･冷凍機油が混入しますと、冷凍機油劣化の原因になります。
¡水分が混入しますと、冷凍機油劣化の原因になります。
¡工具類の使用可否は25ページ「7.4冷媒配管工事」をご覧ください。

¡冷媒回路内にほこり、ゴミ、水分等が混入しますと、冷凍機油劣化の
原因になります。

●冷媒充填

注意

注意

注意

据付けや移設の場合は、機器に表示されている冷媒(R410A)
以外の異なった冷媒を入れないでください。

警告

¡異なった冷媒や空気等が混入すると、冷凍サイクルが異常となり、破裂等の原因になります。

R410Aは擬似共沸混合冷媒のため、R22のような単成分冷媒とほぼ同様の取扱いが可能です。しかし冷媒充填に際しては
気相から取り出すとボンベ内の組織が若干変化するのでボンベの液相側から取り出してください。
冷媒漏洩時の追加充填は可能です。

R410A ピンク 

サイフォン 
管付き冷媒 
ボンベ 

R410Aのボンベはサイフォン管付き 
となっているため、さかさまにしな 
くともそのまま通常液相の冷媒を取 
り出せます。 

本機は冷媒追加チャージが必要ですので、次のとおり封入してください。
・出荷時封入量　10.0kg
・追加封入量　　0.3kg／5m
過剰なチャージは圧縮機損傷につながりますので、絶対に行わないでください。
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屋　　外

屋　　内

断熱材Ａ
接着剤＋耐熱ポリエチレンフォーム＋圧着テープ

床下露出 防水麻布＋ブロンズアスファルト

グラスファイバー＋鉄線

悪い例

良い例

（6）冷媒配管の断熱

冷媒配管の断熱は必ず液管とガス管とを別々に充分な厚さの耐熱ポリエチレンフォームで、室内ユニットと断熱材
および断熱材間の継目に隙間のない様に行ってください。
断熱工事が不完全ですと露タレ等が発生する事がありますので、特に天井裏内の断熱工事は、細心の注意が必要で
す。

�
�

アスファルト質油性マスチック 
又はアスファルト 

鉄線 

配管 

断熱材A
外装B

ビニールテープ

防水麻布＋アエン鉄板＋油性ペイント

外　装Ｂ

(注) 被覆材にポリエチレンカバーを使用する場合は、アスファルトルーフィング
は不要です。

���
���

ガス管 
液管 

電線 

仕上げテープ 

断熱材 

���
���
仕上げテープ 

断熱材 断熱材 

液管 ガス管 

����
この部分が断熱されていない 

��
��

��
��

��
����

¡ガス管と液管を同時に
断熱してはならない。

¡接続部も充分断熱すること。

●貫通部

〇内壁（いんぺい） 〇外壁　　　　　　　　　　　　　〇外壁（露出） 〇防火区画、界壁等における貫通部

〇床（防水） 〇屋上パイプシャフト

モルタルにてすき間を充填する場合は、貫
通部を鋼板にて被覆し断熱材がへこまない
ようにしてください。またその部分は不燃
性断熱材を使用し、被覆材も不燃性(ビニー
ルテープ巻きはダメ)を使用してください。�

�
�
�

��
��

スリーブ 

断熱材 

コーキング材 
防水管 

つば付スリーブ 

断熱材 

断熱材 断熱材 

バンド 

つば付スリーブ 
コーキング材 
断熱材 

ラッキング材 

防水管 

ラッキング 

スリーブ 

スリーブ 

コーキング材 

1m 1m
スリーブ 

不燃性断熱材 
モルタル等不燃材で 
コーキング 

(注) 電線の断熱処理は行わないでください。
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7.5 電気工事

（1）注意事項
①「電気設備に関する技術基準を定める省令」、「内線規程」および、事前に、各電力会社のご指導に従ってください。

（2）配線及び器具容量
●主電源の配線太さ及び開閉器容量

●内外接続線、リモコン線
¡内外接続線は、VVF平形ケーブル（3心）を使用し、心線の並び
順に室内外ユニット端子台S1、S2、S3へ接続してください。
（S2端子への接続の心線が真中になるようにしてください。）
¡内外接続線は、最大100mまで延長できます。（詳細は右表参照）
¡室内ーリモコン配線

伝送線の種類：シールド線（CVVS、CPEVS：2心・1.25mm2）を使用してください。
配線方法　　：M-NET（MELANS）の端子台に下記接続を行ってください。

A、B端子 ：伝送線（無極性）を接続する。
S端子 ：シールド線を接続する。

なお、複数台の室外ユニットが接続されているシステムでは、各々のM-NET（MELANS）端
子台［A･Ｂ･S］間を渡り配線してください。

アース処理 ：M-NET（MELANS）伝送線のアース接地は、給電装置のS端子で行ってください。給電装置
からのアース接地ができない場合には、室外ユニットの1台のS端子をアース端子(E)に接続し
ます。

②ユニット外部ではリモコン配線及びM-NET(MELANS)配線［別売部品取付時］が電源配線の電気ノイズを受け
ないように離して（5cm以上）施設してください。(同一電線管に入れないでください。)
③室外ユニットには、D種接地工事を必ず実施してください。
④配線は、金属製電線管に通してください。

⑤室内ユニット、室外ユニットの電気品箱はサービス時取りはずす事がありますので、配線は必ず取りはずすため
の余裕を設けてください。
⑥内外接続線(200V仕様)は電源と信号の重畳方式となっております。極性がありますから必ず端子番号どおりに
接続してください。
⑦電源配線の詳細は、室内ユニット添付の据付説明書を参照してください。

注意
室外ユニット側で確実にアースを行ってください。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接
続しないでください。アースが不完全な場合は、感電、発煙、発火及びノイズによる誤動作の原因になります。

警告
電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」及び据付説明書に従って
施工し、必ず専用回路を使用してください。電源回路に容量不足や施工不備があると、ユニットが正常運転でき
なくなったり、最悪の場合、感電、発煙、発火等の原因になります。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、
端子接続部にケーブルの外力が伝わらないよう確
実に固定してください。接続や固定が不完全な場
合は、発熱、火災等の原因になります。

電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。
漏電遮断器が取付けられていないと感電の原因に
なります。

正しい容量のブレーカやヒューズ以外は使用しな
いでください。大きな容量のヒューズや針金・銅
線を使用すると故障や火災の原因になります。

警告

注意

注意

電 
気 
工 
事 

幹 
 
線 

室 
 
外 

電源太さ　　※1

PUZ-P140IGA

接地線太さ 

過電流保護器※2 A

ー 漏電遮断器 

mm
2

φ 

30

30A 30mA 0.1sec以下 

注※1．電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。 
　　2．漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。 
　　3．過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。 
　　4．電線太さは金属管配線の場合の最小太さを示します。 

3.5（VVF平形ケーブル相当品） 

1.6

A配線用遮断器 30
A開閉器容量 30

ユニット本体 

＜漏電遮断器＞ ＜手元開閉器＞ 
＜配線用遮断器＞ 

室内ー室外配線 
太さ＜mm＞ 

PUZ-P140IGA

～50m φ1.6

50m～80m φ2.0

80m～100m φ2.6

●M-NET（MELANS）の配線（別売部品取付け時）

配線の種類 

総延長 

線数 
線径 

2心ケーブル 
0.3～1.25mm2

最大200m

VCTF,VCTFK,CVV,CVS,VVR,VVF,VCT

MAリモコン 
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ヒータ電源 

PUZ-P140IGA-(BS(G))

室外ユニット形名 電線太さ 

三相200V 2.0mm2

開閉器 

15A

漏電遮断器 

15A

アース線太さ 

φ1.6

●ヒータ電源太さ及び開閉器容量

タイマーキット1台で同時に制御可能な室外ユニットは最大50台までです。
配線方法は、「7.6タイマーキット取付工事(3)配線要領」あるいはタイマーキット添付の据付工事説明書をご
覧ください。

●タイマーキット配線

配線の種類 

VCT

4心キャブタイヤケーブル 線数 

0.75mm
2

線経 

最大200m総延長 
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①１：１システム（別売ヒータ取付時） 

②同時ツインシステム 

③グループ制御（室外ユニット最大16台接続） 
　※グループは、エコアイスミニだけのグループとしてください。他のＡ制御スリムとグループを組むと、深夜の蓄冷温時間帯に 
　　手元操作禁止となるため、グループ内のユニットは運転できなくなります。 

～
 

室内ﾕﾆｯﾄ 

室外ユニット 

ﾀｲﾏｰｷｯﾄ 

R S 1 3 4 5

TB10T

1 3 4 5

TB10

R S

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1S2 S3

TB1

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

S1S2 S3

TB4

TB5

MA

ﾘﾓｺﾝ 

室内ﾕﾆｯﾄ 

室外ユニット 

ﾀｲﾏｰｷｯﾄ 

R S 1 3 4 5

TB10T

1 3 4 5

TB10

R S

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1 S2 S3

TB1

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

S1S2 S3

TB4

TB5

MA
ﾘﾓｺﾝ 

室内ﾕﾆｯﾄ 

S1S2 S3

TB4

TB5

室内ﾕﾆｯﾄ 

室外ユニット（冷媒系アドレス0）親機 

ﾀｲﾏｰｷｯﾄ 

R S 1 3 4 5

TB10T

1 3 4 5

TB10

R S

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1S2 S3

TB1

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

S1S2 S3

TB4

TB5 MA

ﾘﾓｺﾝ 

室内ﾕﾆｯﾄ 

室外ユニット（冷媒系アドレス14）子機 

1 3 4 5

TB10

R S

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1S2 S3

TB1

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

S1S2 S3

TB4

TB5

室内ﾕﾆｯﾄ 

室外ユニット（冷媒系アドレス15）子機 

1 3 4 5

TB10

R S

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1S2 S3

TB1

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

S1S2 S3

TB4

TB5

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

●配線系統図例
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①１：１システム（別売ヒータ取付時） 

②同時ツインシステム 

③グループ制御（室外ユニット最大16台接続） 
　※グループは、エコアイスミニだけのグループとしてください。他のＡ制御スリムとグループを組むと、深夜の蓄冷温時間帯に 
　　手元操作禁止となるため、グループ内のユニットは運転できなくなります。 

～
 

室内ﾕﾆｯﾄ 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット（冷媒系アドレス0）親機 

室外ユニット（冷媒系アドレス14）子機 

室外ユニット（冷媒系アドレス15）子機 

ﾀｲﾏｰｷｯﾄ 

ﾀｲﾏｰｷｯﾄ 

ﾀｲﾏｰｷｯﾄ 

R S 1 3 4 5

TB10T

1 3 4 5

TB10

R S

SBA

SBA

SBA

SBA

SBA
SB

TB7

A

シールド線 

MELANS 
他室外ユニットのTB7へ 

※1部分の詳細 

M-NET

M-NET

※1

※1

M-NET
※1

M-NET
※1

M-NET
※1

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1S2 S3

TB1

R S 1 3 4 5

TB10T

1 3 4 5

TB10

R S

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1S2 S3

TB1

R S 1 3 4 5

TB10T

1 3 4 5

TB10

R S

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1S2 S3

TB1

1 3 4 5

TB10

R S

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1S2 S3

TB1

1 3 4 5

TB10

R S

TB1b

Ｒ Ｓ Ｔ S1S2 S3

TB1

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

電源 

電源 

S1S2 S3

S1S2 S3

TB4

TB4

S1S2

S2

S3

TB4

TB5

室内ﾕﾆｯﾄ 

室内ﾕﾆｯﾄ 

TB5

TB5

S1 S3

TB4

S2S1 S3

TB4

室内ﾕﾆｯﾄ 

室内ﾕﾆｯﾄ 

TB5

TB5

S1S2 S3

TB4

室内ﾕﾆｯﾄ 

TB5

 MA

ﾘﾓｺﾝ 

MA

ﾘﾓｺﾝ 

MA

ﾘﾓｺﾝ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

開 

閉 

器 

漏 

電 

遮 

断 

器 

電源 

●配線系統図例
※別売M-NETアダプタ組込時
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（3）アドレス設定
● 室外ユニットアドレス設定
●グループ制御する場合は、各室外ユニットのアドレス設定が必要です。
●室外ユニットのアドレス設定は、基板上のディップスイッチSW1(3～6)<工場出荷時は、全てOFF>で行いま
す。
●SW1によるアドレス設定を以下に示します。

● M-NET(MELANS)アドレスを1～50の間で設定してください。設定に際しては、

室外ユニットアドレス＝"0"の室外機のM-NET(MELANS)アドレスをグループ内の

最小アドレスにしてください。(※配線接続例を参照してください)
●設定は、制御箱内(M-NET基板上)のロータリースイッチSW11.SW12で行います。
(SW11:1の位、SW12:10の位<工場出荷時は、全てゼロ>)

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

0

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

1

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

2

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

3

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

4

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

5

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

6

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

7

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

8

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

9

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

10

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

11

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

12

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

13

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

14

OFF ON
1 
2 
3 
4 
5 
6

15

機　種 

1　強制霜取り 

2　異常履歴クリア 

3　冷媒系アドレス設定 

4　　　　　↑ 

5　　　　　↑ 

6　　　　　↑ 

ON 
開始 
クリア 

OFF 
通常 
通常 

室外ユニットアドレス 
0～15の設定 

スイッチ操作による動作 

SW1 

機能  

切替  

(SW1)

冷媒系アドレスNo,

M-NET(MELANS)［別売部品］のアドレス設定 ＜設定例＞ 

M-NETアドレス 

スイッチ 

設　　定 

1 2 50

SW11
(1の位)

SW12
(10の位)

 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニットへ 

TB7 TB5 
 

TB4TB3 TB7 TB3
TB5 
 

TB4

TB5 
 

TB4TB7 TB3

TB7 TB3

 

「00」 

「00」 

006 
 

007

051 
 
 

001 
 
 

003 
 
 

004 
 
 

002 
 
 

005 
 
 

101 
 
 

103 
 
 

MELANSへ 

スリム,Yシリーズ室外ユニット 

※グループ運転を行わない場合 

※グループ運転を行う場合 
「01」 

008

：室内ユニット 

：リモコン 

「 」内の数字 : 室外ユニットアドレス 
□  内の数字 : M-NET（MELANS）アドレス 

：M-NET伝送路 
(MELANS)

：内外接続線 

：リモコン線 

A部詳細 

Yシリーズ室外ユニットへ 

TB7

Ａ SB

 ＜配線接続例＞ 

 

A 
 

M-NET＜MELANS＞配線詳細については、MELANS据付説明書を参照してください。
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（4）電源・制御配線仕様

・  リ モ コン 線 ： 0.3～1.25mm2, 500m以内 
・  室外ユニット－タイマーキット接続線 ： 0.75mm2以上,200m以内 

*1 電源には必ず漏電遮断器 を 取 り 付けて く だ さ い。 
*2 漏電遮断器 で 地絡保護専用の も のは 、 手元開閉器 また は配線用遮断器を 
　　 組み合わせ て 使用 し て く だ さ い。 
*3 過電流保護器はB種 ヒュ ーズ を 使用す る 場合について示 し ます。 

配線 太さ <mm> 
～50m φ 1.6 
50～ 80m
～ 100m

 φ 2.0 
80  φ 2.6 

 

電源線 

内外接続線（VVFケーブル） 

室外ユニ ット 
PUZ-P140IGA

電源 
三相 
200V <漏電遮断器 

>
<手元開閉器>
<配線用遮断器>

R･S･T S1,S2,S3

TB1

TB1B

R･S

TB10

1 2 3 4 E

アース 

タイ マーキ ット 

R･S 1 2 3 4
TB10T

アース 

内外接続線 
アース 

室内ユニ ット 
TB4 TB5

リモコン 

室外ユニ ット 
PUZ-P140IGA

電源 
三相 
200V <漏電遮断器 

>
<手元開閉器>
<配線用遮断器>

R･S･T

電源 
三相 
200V <漏電遮断器 

>
<手元開閉器>
<配線用遮断器>

R･S･T

S1,S2,S3

TB1

TB1B

R･S

TB10

1 2 3 4 E

アース 

タイ マーキ ット 

R･S 1 2 3 4
TB10T

内外接続線 
アース 

室内ユニ ット 

TB4 TB5
リモコン 

電源太 さ <mm
2
>

＜必要最小サ イ ズ＞ 開閉器容量 
　　 <A>

過電流保護器*3
　　　　 <A>

漏電遮断器 
　 *1,*2

　 配線用 
　 遮断器 
 　 <A>

　 手元開閉器 

　 3.5 　 30 　 30 　 30 30A 30mA 0.1sec以下 

　 接地線太さ 
　 　 <mm>

　 φ1.6以上 

①1:1ヒータレス 

②1:1ヒータ有 

アース 
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室外ユニ ット 
PUZ-P140IGA

電源 
三相 
200V <漏電遮断器 

>
<手元開閉器>
<配線用遮断器>

R･S･T S1,S2,S3

TB1

TB1B

R･S

TB10

1 2 3 4 E

アース 

タイ マーキ ット 

R･S 1 2 3 4
TB10T

アース 

アース 

内外接続線 

アース 

室内ユニ ット 
TB4 TB5

リモコン 

アース 

室内ユニ ット 
TB4 TB5

電源 
三相 
200V <漏電遮断器 

>
<手元開閉器>
<配線用遮断器>

③ツインヒータレス 

④ツインヒータ有 

室外ユニ ット 
PUZ-P140IGA

電源 
三相 
200V <漏電遮断器 

>
<手元開閉器>
<配線用遮断器>

R･S･T S1,S2,S3

TB1

TB1B

R･S

TB10

1 2 3 4 E

アース 

タイ マーキ ット 

R･S 1 2 3 4
TB10T

内外接続線 

アース 

室内ユニ ット 

TB4 TB5
リモコン 

アース 

室内ユニ ット 

TB4 TB5

R･S･T R･S･T
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＜ＳＷ1＞ 

冷媒系アドレスNo.

機　　　能 
スイッチ操作による動作 

室外ユニットアドレス 
0～15の設定 

ON OFF

開始 通常 

クリア 通常 

1 強制霜取り 

2 異常履歴クリア 

3 冷媒系アドレス設定 

4 　　　↑ 

5 　　　↑ 

6 　　　↑ 

OFF ON

1
2
3
4
5
6

OFF ON

1
2
30
4
5
6

OFF ON

1
2
31
4
5
6

OFF ON

1
2
32
4
5
6

OFF ON

1
2
33
4
5
6

OFF ON

1
2
34
4
5
6

OFF ON

1
2
35
4
5
6

OFF ON

1
2
36
4
5
6

OFF ON

1
2
37
4
5
6

OFF ON

1
2
38
4
5
6

OFF ON

1
2
39
4
5
6

OFF ON

1
2
310
4
5
6

OFF ON

1
2
311
4
5
6

OFF ON

1
2
312
4
5
6

OFF ON

1
2
313
4
5
6

OFF ON

1
2
314
4
5
6

OFF ON

1
2
315
4
5
6

SW1 

機 能 

切 換 

（5）室外ユニットのアドレス設定
※グループ制御する場合のみ

●グループ制御をする場合は、各室外ユニットにアドレス設定が必要です。
●室外ユニットのアドレス設定は、室外基板上のディップスイッチSW1（3～6）�工場出荷時は、全てOFF�で行い
ます。
●SW1によるアドレス設定を以下に示します。
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●箱の中には、この説明書の他に下記の部品が入っていますのでご確認ください。 

品番 品　名 数量 備　考 品番 品　名 数量 備　考 

① タイマーキット本体 １ デイリータイマー標準装備 ⑥ リード線組立　1 1 AWG18(0.75mm2 相当 )×4心 
② 取付板 １ ⑦ リード線組立　2 1 AWG14 (2.00mm2 相当 )　 ×2心 
③ カバー １ ⑧ 取付ネジ 10

⑨ 結束バンド 1
タッピンネジ　Ｍ4×10

④ ガスケット １ 
１ ⑤ 取扱説明書 1⑩ カバー板金 

●タイマーキット本体①に組み込まれているデイリータイマーの液晶表示部パネルには、取付時の傷つき防止の
ため保護シートを貼っています。取付作業終了後に、保護シートをはがしてお使いください。

●保護シートをはがす際に、静電気の発生により液晶表示器が点灯することがありますが、しばらく放置します
と自然放電により消えます。故障ではありません。

●組み合わせるユニットの種類、およびデイリータイマーの設置場所に対応した取付要領に従い、正しく取付け
てください。

エコアイスミニ室外ユニットへの取付要領

ここではタイマーキットを室外ユニット内に組み込む場合の取付要領を示します。
図1はタイマーキットの取付位置、図2はタイマーキット本体をユニットへ組み込んだ状態を示します。
(a)室外ユニット前パネル（取付ネジ6本）を取外してください。
(b)タイマーキット本体①に貼り付けている注意書および図1を参考に、室外ユニットの前パネルにカバー③　
およびガスケット④を必ず取付けてください。水等の侵入がないように、取付けは確実に行ってください。

室外ユニット 

前パネル 取付位置　　　 
タイマーキット 

制御箱 

（ノックアウト穴） 
のぞき穴 

7.6 タイマーキット取付工事
（1）部品（タイマーキット本体付属品）

（2）取付要領

図1．タイマーキット取付位置
（室外ユニット制御箱の左）
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（3）配線要領

図2．タイマーキット組込図（室外ユニット）

(c)図2のように、まず付属の取付板②をユニット内制御箱左側に取付ネジ⑧(3本)で取付けてください。
その後、タイマーキット本体①を取付板②へ取付ネジ⑧(3本)を使って取付けてください。

(d)タイマーキット本体①を取付板②へ取付け後、カバー板金⑩を取付ネジ⑧(4本)を使って取付けてください。

取付板 

取付板 

制御箱 

タイマーキット 

取付板 

カバー板金 

タイマーキット 

1345RS 1345RS

制御箱内 

TB10 TB1b

室外ユニット2～50号機の制御箱 

制御箱内 

室外ユニット1号機 

室外ユニット1号機の制御箱 

室外ユニットTB10間で、 
渡り配線してください。 

※タイマーキット1台で、 
　複数の室外ユニットを運転する場合 

※タイマーキット本体TB2～デイリータイマー間の配線は省略しています。 

リード線組立2

TB10

5
4
3
1

リード線組立1

R S

TB10d
200V TB2 TB10T

1 2 5 1 3 4 5

タイマーキット1号機 

デイリータイマー 

TB1b

エコアイスミニ室外ユニットへの配線要領
(a)室外ユニットの制御箱カバー(取付ネジ2本)を取外してください。
(b)室外ユニット制御箱内の端子台ＴＢ10の1，3，4，5番端子と、タイマーキット端子台ＴＢ10Ｔの1，3，
4，5番端子を、付属のリード線組立1⑥を使って図3のように結線してください。

(c)室外ユニット制御箱内の端子台ＴＢ1bのＲ、Ｓ端子と、タイマーキット端子台ＴＢ10d（タイマーキット
端子台名板には200Ｖ電源と表示してあります）のＲ、Ｓ端子を、付属のリード線組立2⑦を使って図3の
ように結線してください。

(d)タイマーキット1台で複数台の室外ユニットを運転する場合には、室外ユニット制御箱の端子台ＴＢ10の1，
3，4，5端子同士を渡り配線してください。
渡り配線には0.75mm2×4心のキャブタイヤケーブル（ＶＣＴ）をご使用ください。

(e)配線完了後、タイマーキット本体の配線を、結束バンド⑨でまとめます。

図3 配線接続図（エコアイスミニ室外ユニットの場合）
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（4）タイマーキット各部のなまえとはたらき

ＦＵＳＥ 

PUSHPUSH

ＦＵＳＥ 

ﾘｾｯﾄ 

表示 
異常 

W848452H01

停止 
強制 

通常 
運転 

異常 

２５０Ｖ／３Ａ 

Ｆ１ Ｆ２ 

W848475H01

Ｓ ３ ４ ５ Ｒ １ 
２００Ｖ ＴＢ１０Ｔ ユニットとの連絡線 電源 

②ロット番号表示（本体板金天板上面の右前端） 
③異常表示ランプ 
（赤色） 

④異常解除スイッチ 
（SW1） 

⑤蓄冷熱強制停止 
スイッチ（SW2)
 

角穴 

①タイマーキット本体（デイリータイマー標準装備） 

デイリータイマー（透明カバーは脱着可能） 

デイリータイマー操作・表示部 

タイマーキット製品名板 

端子台カバー 

配線固定用クランプ（２ヶ） 

注意 
通常のご使用時には、透明カバーを取り付けたままに 
してください。 

警告 
通常のご使用時には、取り付けたままに 
し、配線作業時のみ取り外してください。 

警告 
 配線は所定のケーブルを使用して確実に接
続し、端子接続部に外力が加わらないよう
にクランプにて確実に固定してください。 

警告 
 配線工事時、活線作業はしないでください。 

⑥ヒューズホルダー 
（２ヶ） 

⑦端子台 
（Tb1d、TB10T 
　　及びTB2） 

 ヒューズの取外し
はホルダー正面上
部の角穴に、工具
（ドライバー等）
を差し込みロック
爪を押し下げホル
ダーを取り外し行
ってください。 

１ ２ ５ 
ＴＢ２ ﾀｲﾑｽｲｯﾁ連絡線 

①タイマーキット本体（デイリータイマー標準装備） 
②製造ロット番号表示 
③異常表示ランプ（赤色） 
④異常解除スイッチ 
 
⑤蓄冷熱強制停止スイッチ 
⑥ヒューズホルダ－（2ヶ） 
⑦端子台（TB1d、TB10T、及びTB2） 

デイリータイマーのみ取り外して遠隔設置も可能です。 
タイマーキットの製造ロット番号を表示しています。 
室外ユニットの異常停止時に点灯します。 
プッシュスイッチを押すと異常停止が解除されます。 
異常表示ランプが消灯するまで約1秒程度押しつづけてください。 
据付時などユニット運転不可能な場合のみ、強制停止側に倒してください。 
必ず指定容量のヒューズをご使用になり、交換方法は上図を参照してください。 
TB1d、TB10Tに、室外ユニットとの接続線を接続してください。 
なおTB2は、デイリータイマーのみ遠隔設置時の場合、デイリータイマー～ 
タイマーキット本体間配線を延長配線に取り替えるための中継端子台です。 

● 詳細は、「三菱電機エアコン別売部品タイマーキットPAC-KB67TT」をごらん下さい。
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7.7 蓄熱槽への給水、排水

蓄熱槽への給水は、必ず日本冷凍空調工業会の水質基準に従ってください。

注意

水質基準を越えた場合の弊害事項 
項目 単位 補給用水質基準 循環用水質基準 

腐食 スケール 
pH（25℃） 
電気伝導率（25℃） 
塩化物イオン 
硫酸イオン 
酸消費量(pH4.8)(Mアルカリ度) 
全硬度 
カルシウム硬度 
イオン状シリカ 
鉄 
硫化物イオン 
アンモニウムイオン 
遊離炭酸 

－ 
μS/cm 
 
 
 
 

mg/L

6.0～8.0 
300以下 
50以下 
50以下 
50以下 
50以下 
50以下 
30以下 
0.3以下 

検出しないこと 
0.1以下 
4.0以下 

6.8～8.0 
400以下 
50以下 
50以下 
50以下 
70以下 
50以下 
30以下 
1.0以下 

検出しないこと 
1.0以下 
4.0以下 

○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
 

○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

基 
準 
項 
目 

参 
考 
項 
目 

（1）水配管
現地での水配管工事は不要ですが、排水口の、バルブ(標準装備・サイズ3/4B)には現地手配のホース等を取付
けることも可能です。

（2）初期給水
・供給水は上水、水道水を使用してください。
①ネジを2本はずし、前面パネルに設置された給水窓を指で押し上げます。
②クッションの隙間にホースを挿入して給水します。

・給水時は、蓄熱槽上部のオーバーフローホースから水があふれて排出された時点で完了してください。

・一度製氷を実施しますと、満水のまま製氷分だけオーバーフローホースから排水されますので、この状態で解
氷しますと約6cm程度水位が下がります。この位置が基準水位となります。

・水の入れ替えは、原則として行わないでください。

（3）定期給水
定期的（半年に1回程度）に、オーバーフローホースから水があふれるまで追加給水してください。

（4）水質
初期給水、定期給水の水質は以下を遵守願います。
① (社)日本冷凍空調工業会制定の「冷凍空調機用水質ガイドライン」
② 補給水の中に異物（鉄さび等の沈殿物）が無いこと
上記水質が確保できない場合は、当社指定のサービス部品による水質調整を実施するとともに、使用開始時及
び使用開始後定期的（半年に1回程度）に水質検査を行い水質を維持管理ください。また、移設等により水の
入替えを実施した場合にも上記水質調整及び維持管理を実施ください。

出典：日本冷凍空調工業会
「冷凍空調機器用水質ガイドライン(JRA GL-02-1994)」

蓄熱槽の水質基準(参考値)

機器の劣化を防止し、性能低下を防ぐため、水質の確保をお願いします。管理が不十分ですと、熱交換器の銅管
腐食が発生したり、スケールにより蓄冷の能力及び蓄冷量が確保されない場合がありますので注意してください。

注意
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7.8 試運転
（1）試運転

試運転操作は、室内ユニット・室外ユニットのどちらからでも行えます。

1．確認項目
●室内・室外ユニット据付・配管・配線作業終了後、冷媒漏れ・電源・制御線のゆるみ・極性間違いがないか今一度確認してく

ださい。

●電源用端子(R､S､T)と大地間を500Vメガ－で計って1.0MΩ以上であることを確認してください。1.0MΩ未満の場合は

運転しないでください。1.0MΩ以上ない場合は、元電源を入れてクランクケースヒータを12時間以上通電することによ

り、圧縮機内の冷媒が蒸発し、絶縁抵抗は上昇します。

※内外接続線用端子(S1,S1,S3)には絶対かけないでください。故障の原因になります。

●室外ユニットが異常でないこと。(室外ユニットが異常の場合、基板上のLED1、LED2(ミドリ、アカ)の点滅状態で判定

できます。異常内容については44、45ページを参照ください)

●ボールバルブが液、ガス側とも全開であること。

●三相電源の相順を確認します。逆相又は欠相の場合、試運転時異常停止します。（異常コードF1又はF2）

●試運転の最低12時間以上前にクランクケースヒータに通電してください。(通電時間が短いと圧縮機故障の原因になりま

す)

以上のことを確認後、下記の要領により試運転を行ってください。

2．試運転開始、終了
●室内ユニットからの操作･･･室内ユニット添付の据付工事説明書により試運転を行ってください。

●室外ユニットからの操作･･･基板上のディップスイッチSW4にて試運転開始、終了および運転開始

モード(冷房・暖房)の設定を行います。

①SW4-2にて運転モード(冷房・暖房)を設定してください。

②SW4-1をONすることでSW4-2の運転モードに従い、試運転が開始されます。

③SW4-1をOFFすることで試運転を終了します。

【お願い】 試運転中はSW4-2にて運転モードを変えることはできません。

(試運転モードを変える時はSW4-1にて一旦停止し、運転モードを変えた後、再度SW4-1で試運転を行いま

す)

●試運転は、2時間の切タイマーが作動し、2時間後自動的に停止します。

●試運転中の室温表示部には室内ユニット配管温度を表示します。

●別売品のM-NETアダプタを組み込んだ場合の集中管理システム側表示についてはサービスマニュアルなどを参照くださ

い。

※重サービス時の注意事項等については、サービスハンドブックをご覧ください。

OFF

＜SW4＞ 

ON
1 
2

停 
止 

冷 
房 

運 
転 

暖 
房 
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（2） 試運転不具合時の対応
●異常コード一覧表　内容

 

 

リモコンと 

同じ 

リモコンと 

同じ 

U4-3 

U4-6 

U4-7 

U4-9 

U4-b 

U4-c 

U4-A 

U5 

U6-1 

U6-2 

U6-5

リモコン通信・受信異常 

リモコン通信・送信異常 

リモコン通信・受信異常 

リモコン通信・送信異常 

室内－室外間通信・受信異常 

室内－室外間通信・送信異常 

室内－室外間通信・受信異常 

室内－室外間通信・送信異常 

内外接続誤配線、室内ユニット台数オーバー(5台以上) 

内外接続誤配線(テレコ、はずれ) 

立ち上げ時間オーバー 

シリアル通信異常 

シリアル通信異常 

M-NET　アドレス二重定義 

M-NET　伝PH/W異常 

M-NET　BUS　BUSY 

M-NET　伝Pとの通信異常 

M-NET　ACK無し異常 

M-NET　応答無し異常 

異常コード未定義 

高圧圧力異常 

吐出温度異常 

冷媒不足異常 

吐出サーミスタ異常(TH4) 

 二相管サーミスタ(TH3) 

 液管サーミスタ(TH6) 

 外気サーミスタ(TH7) 

 蓄熱槽入口サーミスタ(TH9) 

 蓄熱槽出口サーミスタ(TH10) 

 蓄熱水温サーミスタ(TH11) 

 放熱板サーミスタ(TH8) 

放熱板温度異常 

パワーモジュール異常 

シリアル通信異常 

高調波対策機器（AF）異常 

電圧異常（母線電圧） 

電流センサ異常 

真空運転保護／低圧圧力異常 

圧縮機過電流遮断（起動後） 
圧縮機過電流遮断（起動時） 
電源同期信号異常 

逆相／欠相検知 
蓄熱槽水位異常 

吸込みセンサ異常 
配管センサ異常 

ドレンセンサ異常 
ドレンオーバーフロー保護作動 

凍結保護作動 

過昇保護作動 

配管温度異常 

リモコン 

リモコン 

室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

M-NET基板 

M-NET基板 

M-NET基板 

M-NET基板 

M-NET基板 

M-NET基板 

M-NET基板 

－ 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室外ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

室内ユニット 

 

E0 

E3 

E4 

E5 

E6 

E7 

E8 

E9 

EA 

EB 

EC 

ED 

EE 

A0 

A2 

A3 

A6 

A7 

A8 

EF 

U1 

U2 

U2 

U3 

U4 

U4 

U4 

U4 

U4 

U4 

U4 

U5 

U6 

U6 

U6 

U9 

UH 

UL 

UP 

UF 

F8 

F1 

Lb 

P1 

P2 

P4 

P5 

P6 

P6 

P8

6831,6834 

6832,6833 

6831,6834 

6832,6833 

6740,6843 

6841,6842 

6840,6843 

6841,6842 

6844 

6845 

6846 

0403 

0403 

6600 

6602 

6603 

6606 

6607 

6608 

未定義 

1302 

1102 

1501 

5104 

5103 

5106 

5107 

5109 

5101 

5111 

5110 

4230 

4250 

0403 

4121 

4220 

5300 

1505 

4210 

4100 

4115 

4103 

5112 

5101 

5102 

2503 

2502 

1503 

1504 

1110

室
外
サ
ー 

ミ
ス
タ
異
常 

異　常　内　容 故障部位 室外LED表示 MELANS表示 リモコン表示 
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●LEDランプによる室外ユニット点検表示機能
室外制御基板にＬＥＤ１（ミドリ）、ＬＥＤ２（アカ）を追加し、異常発生時には双方のＬＥＤの点滅を組み合わせ
ることで内容を判別可能としました。
室外制御基板上のコネクタＣＮＭに別売部品のＡ制御サービス点検キットＰＡＣ－ＳＧ５０ＳＴを接続することによ
り詳細な運転モニタを判別できます。

[表示方法]
①通常

②異常状態

ＬＥＤ１ ＬＥＤ２ 表示 内容 

電源投入時 点灯 点灯 －⇔－ 交互点滅表示 
停止 点灯 消灯 ００等 
運転 点灯 点灯 Ｃ５、Ｈ７等 

LED1 LED2
Ｕ１ 
ＵＬ 

1 Ｕ２ 
Ｕ３ 
Ｕ４-*
Ｕ６-*
ＵＦ 
ＵＰ 
ＵＨ 

6 Ｕ５ 
7 Ｕ９-*
1 Ｆ１ 
3 Ｆ８ 

EA
Eｂ 
EC
E6
E7
E8
E9
E0
E3
E4
E5
EE
EF
Eｄ 

A0～A8
蓄熱槽異常 4 1 Ｌｂ 

異常内容 

5

44ページの「異常コード一覧表」参照 

異常コード 

運 
転 
中 
に 
検 
出 
す 
る 
異 
常 

電源投入時に 
検出する異常 

区分 

5

簡易表示点滅回数[回]

通 
信 
系 
異 
常 

3

4

2

1

2

1

2

3

4

状態 
室外制御基板 Ａ制御サービス点検キット 

運転モード表示 
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現　　　象

運転しても室外ユニットが運転し
ない。

室外ユニットが冷え込んで冷媒が寝込んでいる場合は、最
長35分間圧縮機を暖めるウーミングアップ運転を行いま
す。

暖房運転中ファン設定が切換わ
る。

運転SWをONにしてもファン
が設定にならない。

暖房運転中ファンが停止する。

運転停止してもファンが停止
しない。

サーモ“OFF”時は、微風または弱風運転となります。
サーモ“ON”時、時間または配管温度により、微風（弱
風）→設定ノッチへ自動的に切換わります。

ＳＷ“ON”後5分間または配管温度35℃まで微風、その
後2分間弱風の後設定ノッチになります。
（ホットアジャスト制御）

霜取運転中はファンが停止します。

補助電気ヒータ“ON”時は、停止後1分間余熱排除として
ファンを運転します。(暖房時のみ)

通常表示

オートベーンが勝手に動く。

オートベーンの制御動作により、冷房時、下吹きで使用し
た場合1時間経過すると自動的に水平吹出しになることが
あります。暖房時の霜取時、ホットアジャスト時、および
サーモ“OFF”時は自動的に水平吹出しとなります。

通常表示

暖房準備中

霜取表示

消　　灯

通常表示

冷えない。（暖まらない。）
電源投入後初回運転時は、最大40分間圧縮機の周波数が
上がらないことがあります。（冷媒が寝込んでいた時）

通常表示

リモコン表示 原　　　因

●室外ユニット基板上のSW2を操作することによりセグメントが点灯し、ユニットの運転状態および点検コードの内容を知ること

ができます。

室内ユニット1号機 
室内ユニット3号機 
室外ユニット 

室内ユニット2号機 
室内ユニット4号機 
 

SW2設定 
123456 項　　目 表　示　内　容 

000000

100111

100001

010001

運転モード／リレー出力 

室内ユニット制御状態（IC1） 
（IC2） 

001101 室外ユニット制御状態 

異常コード履歴1(最新)

異常コード履歴2(最新の１つ前)

十の位 A：蓄冷 
b：蓄暖 
O：停止 
C：冷房・ドライ 
H：暖房 
d：霜取り 

一の位 1：SV 
2：21S4 
4：圧縮機 
8：拘束通電中 

異常時は、異常コード及び異常信号(＊1)を交互に表示する。 

リレー出力＝1＊SV＋2＊21S4 
　　　　　　＋4＊圧縮機 
　　　　　　＋8＊拘束通電中 

(例)冷房運転にて圧縮機とSVが 
　   ONの場合･･･C5

制御モード表示方法 

異常コード(ex、U8,UA)と異常号機(＊1)を交互に表示します。 
但し、室外ユニットの異常でサーミスタ関係(U4)、並びにインバータ 
関係(U6)については、異常コードと異常詳細を交互に表示します。 
(ex、室外配管サーミスタ異常(U4-1)の場合、“U4”と“-1”を交互に表示)

＊1　異常号機の表示方法 
　　  号機は以下番号に対応します。 
　　　　0･･････室外ユニット 
　　　　1･･････室内ユニット1号機 

　　2･･････室内ユニット2号機 
　　3･･････室内ユニット3号機 
　　4･･････室内ユニット4号機 

表示 

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7

室内ユニット 
制　御　モ　ー　ド 

室外ユニット 
通常 

ホットアジャスト 
霜取り 
－ 

ヒータON 
凍結防止 
過昇防止 
圧縮機OFF

← 
← 
← 
← 
← 
← 
← 
← 
 

（3）次の現象は故障（異常）ではありません。
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8. 技術データ
8.1 能力線図
（1）蓄冷利用冷房能力線図

（3）暖房能力線図

（2）圧縮機冷房能力線図

（4）配管長による能力減少
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8.2 室外ユニット騒音データ
（1）PUZ-J140IGA

【50Hz】

    測定場所 ： 無響音室 

    計      器 ： Ｂ ＆Ｋ 

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz A特性 
61.6 44.0 47.7 42.0 37.4 36.2 30.9 32.8 45 (dB)
62.1 46.4 49.7 42.5 42.2 41.0 33.4 33.1 48 (dB)

83.6 79.1 75 72.1 70.6 69.5 68.8 68

80.2 75.1 71.5 68.8 66.5 64.5 63 61.9
77.5 71.7 67 63.7 61.6 59.5 58 56.9
74.2 67.6 62.5 58.7 56.5 54.5 53 51.9
71.1 64.5 58.8 54.3 51.8 49.5 48 46.9
67.5 60.5 54.2 49.1 46.5 44.544.5 43 42
64.5 57.5 50.5 45 41.5 39.7 38 37
61.2 53 45.6 40 36.5 34.4 32.9 32
57.8 49 41.5 36 31.8 29.5 27.7 27
54.5 45 37 31 27.5 24.5 21.5 20.9
50.5 41.5 33 27 22.5 19.5 16.8 16
48.5 35.5 26 16.3 11.5 10 10 10

冷房／暖房 (50Hz)

50Hz

蓄冷 (50Hz)

蓄    冷 
冷房／暖房 

1
m

測定点 

1m

オクターブ・バンド中心周波数　(Hz)

オ
ク
タ
ー
ブ
・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
　
dB
（
0
dB
=
2
0
μ
P
a
）
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20
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40

50
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70

80

90

63Hz 125 250 500 1000 2000 4000

持続騒音に対する 
近似的最少可聴限界 

NC-70

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

8000
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10

20

30

40

50

60

70

80

90

63Hz 125 250 500 1000 2000 4000 8000

NC-70

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

    測定場所 ： 無響音室 

    計      器 ： Ｂ ＆Ｋ 1
m

測定点 

1m

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz A特性 
61.6 44.4 45.0 41.4 37.9 36.4 31.3 33.3 45 (dB)
62.6 46.7 45.3 45.4 41.2 41.3 33.7 33.6 48 (dB)

冷房／暖房 (60Hz)

60Hz

蓄冷 (60Hz)

蓄    冷 
冷房／暖房 

オクターブ・バンド中心周波数　(Hz)

オ
ク
タ
ー
ブ
・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
　
dB
（
0
dB
=
2
0
μ
P
a
）
 

持続騒音に対する 
近似的最少可聴限界 

【60Hz】
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8.3 耐震強度データ
耐震強度検討書記載項目データ（室外ユニット）

図１ 

630 630 215

420

880

5
6
0

1
4
9
0

8401690

865395

1. 機種＝  室外ユニット 

2. 形名＝  PUZ-J140IGA(-BS,BSG) 

3. 機器諸元（図1参照） 

(1)機器質量（運転質量） 

(2)アンカーボルト 

a.総本数 

b.サイズ・形状 

c.1本当たりの軸断面積（呼径による断面積） 

d.機器転倒を考えた場合の引張りを受ける片側のアンカーボルトの総本数 

(3)据付面より機器重心までの高さ 

(4)検討する方向からみたボルトスパン 

(5)検討する方向からみたボルト中心から機器重心までの距離 

 

4. 検討計算（各項の小数点以下2桁目を四捨五入して算出） 

(1)設計用水平震度 

(2)設計用鉛直震度 

(3)設計用水平地震力 

(4)設計用鉛直地震力 

(5)アンカーボルトの引抜力 

(6)アンカーボルトのせん断力 

(7)アンカーボルトに生ずる応力度 

a.引張応力度 

b.せん断応力度 

c.引張とせん断を同時に受ける場合 

　　　 ただしfts'≦ftのときfts＝fts'、fts'＞ftのときfts＝ftであるので 

 

 

(8)アンカーボルトの施工法 

a.アンカーボルトの施工法 

b.コンクリートの厚さ 

c.ボルトの埋込長さ 

d.許容引抜加重 

 

 

 

 

W＝ 

 

N＝ 

＝M 

A＝ 

Nt＝ 

Hg＝ 

L＝ 

Lg＝ 

 

 

Kh＝ 

Kv＝Kh/2＝ 

Fh＝Kh･W･9.8＝ 

Fv＝Kv･W･9.8＝ 

＝ 

Q＝Fh/N＝ 

 

σ＝Rb/A＝ 

τ＝Q/A＝ 

fts'＝1.4ft－1.6τ＝ 

fts＝ 

σ＝　　11.7　　　MPa　　＜　fts＝ 

 

 

＝ 

＝ 

 

＝Ta＝ 

 

 

 

kg 

 

本 

形 

mm2＝　　78　×　10－6　m2 

本 

mm＝　0.560　m 

mm＝　0.880　m 

mm(Lg≦L/2)＝ 0.420  m 

 

 

 

 

N 

N 

N 

N 

 

MPa＜ft＝176.4MPa 

MPa＜fs＝132.3MPa 

MPa 

MPa 

MPa 

 

 

 

m 

m 

N　　　　＞　　Rb＝　　916　　　N

 

 

 

705 

 

6 

10 

78 

3 

560 

880 

420 

 

 

1.0 

0.5 

6909.0 

3454.5 

916.0 

1151.5 

 

11.7 

14.8 

223.3 

176.4 

176.4 

 

 

 

120 

70 

3136

箱抜き式J形アンカー 

Rb＝ 
Fh･Hg－（W･9.8－Fv)･Lg

L･Nt

以上の検討結果よりアンカーボルトは十分なる強度を有する。 
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9. システムコントロール

システム名称 特長 

リモコン制御運転 
（標準） 

・MAリモコン（PAR-20MA）。 

・2リモコン制御可能。 

・蓄熱時間（午前1～6時）は「集中管理」の表示となり手元操作禁止。 

1リモコングループ制御 ・エコ・アイス mini 同士のグループは可。 

・非蓄熱とのグループについては親機を蓄熱スリムとした場合可。 

（但し、非蓄熱スリムも午前1時～6時には運転不可となる。） 

 
停電復帰後の運転 

・停電自動復帰の設定にかかわらず蓄熱時間（午前1～6時） 内の停電 

 復帰後は蓄熱運転を行わず停止のままです。 

・蓄熱時間帯以外の時間については停電自動復帰の設定に従います。 

遠方／手元併用 
制御運転 

・遠方発停用アダプター（PAC-SE55RA）により可能。 

・蓄熱時間（午前1～6時）内のON指令は無効で蓄熱運転が優先される。 

  蓄熱時間後は指令に従う。 

外部信号による運転 ・遠方発停用アダプター（PAC-SE55RA）により可能。 

 但し、蓄熱時間（午前1～6時）内のON指令は不可。 

遠方表示取り出し ・A制御遠方表示キット（PAC-SF40RM）により可能。 

・蓄熱時間（午前1～6時）は“停止”となる。 

タイマー運転 ・MAリモコン（PAR-20MA）による、入・切タイマー機能可能。 

但し蓄熱時間中（午前1～6時）のON設定は不可。 

・スケジュールタイマー（PAC-YT30ST）によるスケジュール運転 

可能。但し蓄熱時間中（午前1～6時）のON設定は不可。 

ロスナイ連動 ・ロスナイ（マイコンタイプ）との連動運転可能。 

 但し蓄熱時間中（午前1～6時）での換気運転は不可。 

 
M―NETによる 
集中管理 

・G-50により可能 

但し蓄熱時間中（午前1～6時）のON指令は不可。 

 

デマンド制御 
 

・室外ユニット制御基板のCN3DへPAC-SC36NAを取り付ける 
　ことにより可能。 

ワイヤレス操作 ・4方向天井カセット形はワイヤレスパネル、天吊形は受光部の 
　本体組込みにより可能。壁掛形はワイヤレスをラインナップ。 



部　品　名 形　名

タイマーキット※ PAC-KB67TT

防雪フード（吹出側） PAC-KJ71TD

防雪フード（吸込側） PAC-KK81SD

集中ドレンパン PAC-KK91DP

圧力計 PAC-KK63PG

アクティブフィルタ本体 PAC-KB50AAC

アクティブフィルタ取付部品 PAC-KB56FAC
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10. 別売部品
（室内ユニット別売部品は三菱電機スリムエアコンのカタログあるいはリプレースインバータ技術マニュアルをご

らんください。）

10.1 室外ユニット〈PUZ-P140IGA〉

※蓄冷熱運転する場合、必ず必要です。
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